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平戸極上の旬の味覚を
思う存分味わってください！

エビ・カキ祭りエビ・カキ祭りエビ・カキ祭り
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平戸流炭火焼 ～冬の陣～

～ウチワエビ・カキ・サザエの焼き食い～～ウチワエビ・カキ・サザエの焼き食い～～ウチワエビ・カキ・サザエの焼き食い～

10:00～16:00
平戸港交流広場

500席用意！500席用意！500席用意！
炭火焼基本セット炭火焼基本セット

1,1,20000円
カ　キ：１カ　キ：１㎏（10個程度）㎏（10個程度）
サザエ：２個サザエ：２個
ウチワエビ：１匹ウチワエビ：１匹

炭火焼基本セット

1,200円
カ　キ：１㎏（10個程度）
サザエ：２個
ウチワエビ：１匹

土 日

平戸のアワビ、おにぎり、ウ平戸のアワビ、おにぎり、ウ
チワエビの味噌汁、イカ焼き、チワエビの味噌汁、イカ焼き、
川内かまぼこなどの販売コー川内かまぼこなどの販売コー
ナーもあります。ナーもあります。

平戸のアワビ、おにぎり、ウ
チワエビの味噌汁、イカ焼き、
川内かまぼこなどの販売コー
ナーもあります。

※同時オープンする平戸市漁協直売所『旬鮮館』では、お買い上げい※同時オープンする平戸市漁協直売所『旬鮮館』では、お買い上げい
　ただいた活魚を刺し身にできます（無料）。特に活きイカの刺し身　ただいた活魚を刺し身にできます（無料）。特に活きイカの刺し身
　はおすすめです。　はおすすめです。

※同時オープンする平戸市漁協直売所『旬鮮館』では、お買い上げい
　ただいた活魚を刺し身にできます（無料）。特に活きイカの刺し身
　はおすすめです。

お問い合わせ　平戸市漁業協同組合☎22-3133・中野漁業協同組合☎24-2221
　　　　　　　紐差漁業協同組合☎28-0012・志々伎漁業協同組合☎27-1144
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大
豆
油
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

編集室からひとこと
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広
報
ひ
ら
ど
　
平
成
22年

2月
号

藤平戸市役所も参加しています。

◎今月の表紙

◎人口の動き
■平戸市人口／36,823人（－30）
　男性／17,237人（－6）
　女性／19,586人（－24）
■世帯数　14,446戸（－12）
※（ ）は、前月との比較

平成22年1月1日現在

　１月６日、平戸文化セン
ターで開催された「平成22年
新年祝賀交歓会」のアトラク
ションからの１コマ。会場に
は360人が集まり、みなさん
で新年の決意や抱負を誓った
後に、保育園児によるかわい
い踊りや勇壮な太鼓の演奏な
どを披露。会に華が添えられ、
会場からは大きな拍手が送ら
れました。

　1月1日付の人事異動に
より、新たに広報ひらどの
担当になりました。どうぞ
よろしくお願いします。担
当になって、平戸の魅力に
気付かされる毎日です。こ
れからも、気付かなかった
平戸の魅力に触れることが
できると感じています。広
報ひらどを通じ、みなさん
へ、より多くの魅力的な平
戸を伝えていきたいと思っ
ています。今後も、取材へ
のご協力とたくさんの情報
提供をお願いします。

　今回、2月14日に第1回
目の検定試験が、実施され
る「平戸検定」について取材
しました。テキストブック
に目を通すと、内容の充実
ぶりに思わず驚きました。
まだまだ、知らないことだ
らけで、勉強不足を恥じる
ばかりでした。平戸のガイ
ドブックとしても最適の本
ですので、ぜひお買い求め
ください。この本を読むと、
インタビューの中でもあり
ましたが、平戸のことを好
きになれると思います。

広報ひらど 平成22年２月号 36
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大人への第一歩を踏み出す
夢、希望、責任を胸に

広報ひらど 平成22年2月号 2Hirado City Public Relations,20Hirado City Public Relations,201010.2Hirado City Public Relations,2010.23

　成人の日とは、大人になったことを自覚し、自立する青年を祝い励ま
す日です。今年、成人式を迎えたのは、平成元年４月２日から平成２年
４月１日までに生まれた人で、全員が平成生まれです。
　市の成人式は、１月３日に生月地区と平戸地区、１月４日に大島地区
と田平地区で行われ、振り袖やスーツ、羽織はかまなどに身を包んだ新
成人のみなさん457人（平戸地区262人、生月地区84人、田平地区80人、
大島地区31人）が、大人としての決意を新たにしました。
　会場では、旧友との再会を喜び記念撮影をしたり、近況を報告し合っ
たりと、和やかなムードに包まれ、新成人のみなさんは晴れやかな笑顔
で門出の一歩を踏み出しました。

平成22年 
平戸市
成人式

◎今年の新成人が生まれた年

平成元年４月２日～平成２年４月１日生まれ

祝・成人
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私
た
ち
が
住
ん
で
い
る
平
戸
市
に
は
、

普
段
の
生
活
の
中
で
、
目
を
向
け
て
い

な
か
っ
た
り
、
見
落
と
し
て
い
た
り
し

て
い
る
、
歴
史
や
自
然
、
文
化
な
ど
の

地
域
資
源
の
宝
に
溢
れ
て
い
ま
す
。

　

今
、
こ
の
宝
を
、
も
う
一
度
見
直
す

た
め
に「
平
戸
検
定
」の
取
り
組
み
を
、

平
戸
観
光
ウ
ェ
ル
カ
ム
ガ
イ
ド
が
始
め

て
い
ま
す
。
こ
の
検
定
は
、「
平
戸
学
」

の
普
及
を
目
的
に
開
催
さ
れ
、
テ
キ
ス

ト
ブ
ッ
ク
の
販
売
と
検
定
講
習
会
を
開

催
し
て
い
ま
す
。

　

平
戸
に
つ
い
て
学
び
、
知
識
を
身
に

付
け
る
こ
と
で
、
ふ
る
さ
と
へ
の
愛
着

や
誇
り
を
持
つ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
私
た
ち
は
、
こ
の
地
域
の
宝

を
さ
ら
に
磨
き
、
よ
り
輝
か
せ
て
、
次

の
世
代
に
引
き
継
ぐ
役
目
が
あ
り
ま
す
。

　

今
回
は
、
こ
う
い
っ
た「
平
戸
検
定
」

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

ご
当
地
検
定
で
地
域
を
活
性
化

　　

近
年
、
ご
当
地
検
定
と
い
わ
れ
る
も
の

が
、
地
域
の
歴
史
や
文
化
、
自
然
を
題
材

に
し
、
町
の
活
性
化
に
つ
な
げ
い
る
と
、

各
地
で
注
目
を
浴
び
て
い
ま
す
。　

　

こ
の
取
り
組
み
は
、
平
成
15
年
ご
ろ
か

ら
始
ま
り
、
県
内
で
は
、
既
に
長
崎
市
と

佐
世
保
市
が
実
施
し
て
お
り
、
本
市
は
県

内
で
３
番
目
に
な
り
ま
す
。

　
「
平
戸
検
定
」は
、
市
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

平
戸
観
光
ウ
ェ
ル
カ
ム
ガ
イ
ド
に
委
託
し
、

２
月
14
日（
日
）に
第
１
回
検
定
試
験
が

実
施
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
検
定
の
取
り
組
み
が
地
域
に
も
た

ら
す
効
果
は
、
ま
ず
、
市
民
の
み
な
さ
ん

や
平
戸
に
興
味
が
あ
る
人
が
、
地
域
の
歴

史
や
文
化
に
つ
い
て
の
知
識
を
身
に
付
け

る
こ
と
で
、
平
戸
へ
の
愛
着
や
誇
り
を
持

つ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

そ
の
み
な
さ
ん
が
、
平
戸
を
訪
れ
た
観

光
客
へ
の
お
も
て
な
し
や
市
外
の
人
に
対

し
て
平
戸
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
に
よ
り
、

　

12
月
に
発
売
し
た「
平
戸
検
定

公
式
テ
キ
ス
ト
ブ
ッ
ク
」は
、
現

在
、
予
想
を
上
回
る
反
響
が

あ
っ
て
い
ま
す
。

　
「
自
然
」、「
歴
史
」、「
産
業
」、

「
民
族
と
宗
教
」、「
食
べ
物
」、

「
人
物
」の
６
分
野
構
成
で
、
平

戸
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
製
作

に
あ
た
っ
て
は
、
平
戸
市
博
物

館
協
議
会
の
学
芸
員
な
ど
、
12

人
が
執
筆
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
を
語
る
う
え
で
欠
か
せ

な
い
情
報
を
分
か
り
や
す
く
紹

介
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
お
買
い

求
め
く
だ
さ
い
。

●
価
格　

１
５
０
０
円（
１
冊
）

●
販
売
先　

観
光
商
工
課
お
よ
び
市
内

　
　
　
　
　

書
店

「
平
戸
検
定
」
で
郷
土
を
知
る

平
戸
学
を
活
か
し
た
町
づ
く
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

「
平
戸
検
定
」
で
地
域
を
元
気
に

地
域
の
こ
と
を
知
る
こ
と
で
、

ふ
る
さ
と
に
愛
着
や
誇
り
を
持
つ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

歴史

自然

産業

民族と
　宗教

食べ物

人物

来
訪
者
の
増
加
や
平
戸
に
対
す
る
良
い
印

象
を
与
え
る
効
果
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
平
戸
の
こ
と
を
知
る
こ

と
に
よ
り
、
そ
の
魅
力
を
観
光
客
な
ど
に

伝
え
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
平
戸
に
対
す

る
印
象
や
満
足
度
が
上
昇
し
ま
す
。

　

ま
た
、
訪
れ
る
リ
ピ
ー
タ
ー
が
増
え
、

観
光
産
業
を
は
じ
め
地
域
の
産
業
振
興
に

つ
な
が
り
、
地
域
が
活
性
化
す
る
効
果
が

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

も
う
ひ
と
つ
重
要
な
こ
と
と
し
て
、
私

た
ち
の
先
人
た
ち
が
残
し
た
貴
重
な
歴
史

や
文
化
、
自
然
を
次
の
世
代
の
子
ど
も
た

ち
に
残
し
た
り
、
伝
え
た
り
す
る
義
務
が

私
た
ち
に
は
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
こ
の「
平
戸

検
定
」の
取
り
組
み
に
よ
り
、
多
く
の
み

な
さ
ん
に
平
戸
の
こ
と
に
関
心
を
持
っ
て

も
ら
う
こ
と
は
、
非
常
に
重
要
で
価
値
が

あ
る
こ
と
だ
と
い
え
ま
す
。

【
平
戸
検
定
に
関
す
る
お
問
合
わ
せ
】

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

平
戸
観
光
ウ
ェ
ル
カ
ム

　

ガ
イ
ド　

☎
23‐

２
９
４
０

information 平
戸
検
定

公
式
テ
キ
ス
ト
ブ
ッ
ク

好
評
発
売
中
！

▲絶賛発売中の平戸検定公式テ
　キストブック
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平
戸
市
の
ま
ち
の
将
来
像
は
、「
ひ
と

響
き
あ
う
宝
島
平
戸
」で
す
。
平
戸
は
、

宝
で
あ
る
自
然
や
歴
史
、
食
べ
物
な
ど
の

地
域
資
源
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
、

い
か
に
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
く

か
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

多
く
の
観
光
客
に
来
て
も
ら
う
た
め
に

は
、
平
戸
の
良
さ
を
伝
え
、
平
戸
の
フ
ァ

ン
を
増
や
し
、
リ
ピ
ー
タ
ー
を
増
や
す
こ

と
が
重
要
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
な
ど
に
よ
る
案
内
は
、

大
き
な
効
果
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
平
戸
市
全
域
を
博
物
館
と

捉
え
、
そ
の
拠
点
と
な
る
観
光
施
設
や
名

所
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
が
結
ん
で
連

携
さ
せ
る
役
目
を
担
う
必
要
が
あ
る
と
感

じ
、
平
成
10
年
に
平
戸
観
光
ウ
ェ
ル
カ
ム

ガ
イ
ド
を
設
立
し
ま
し
た
。

　

ガ
イ
ド
を
利
用
し
た
人
か
ら
、「
平
戸

に
来
て
感
動
し
、
大
好
き
に
な
っ
た
」と

い
う
声
を
頂
く
と
き
な
ど
は
、
ガ
イ
ド
と

し
て
の
喜
び
を
感
じ
る
一
瞬
で
す
。
そ
う

い
っ
た
こ
と
か
ら
、
で
き
る
だ
け
平
戸
を

　

講
習
を
受
け
る
き
っ
か
け
は
、
市
外
の

友
人
か
ら
平
戸
の
こ
と
を
聞
か
れ
た
時
に
、

う
ろ
覚
え
の
知
識
し
か
な
く
自
信
を
持
っ

て
答
え
ら
れ
な
か
っ
た
経
験
と
、
い
つ
か

は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
を
し
て
み
た
い

と
の
思
い
か
ら
で
し
た
。

　

講
習
を
受
け
る
前
に
、
テ
キ
ス
ト
ブ
ッ

ク
を
じ
っ
く
り
読
み
ま
し
た
が
、
自
然
・

歴
史
・
産
業
・
民
族
・
食
べ
物
・
人
物
と

多
岐
に
わ
た
る
内
容
で
、
平
戸
の
文
化
や

歴
史
の
奥
深
さ
に
驚
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
ワ
ク
ワ
ク
し
な
が
ら
受
け
た

講
習
で
は
、
講
師
の
先
生
の
話
に
引
き
込

ま
れ
、
今
ま
で
な
ん
と
な
く
見
て
い
た
お

寺
や
教
会
に
歴
史
の
重
さ
を
感
じ
、
た
だ

歩
い
て
い
た
通
り
に
も
歴
史
上
の
人
物
の

息
づ
か
い
が
聞
こ
え
る
よ
う
な
感
覚
に
な

り
ま
し
た
。
ま
さ
に
平
戸
の
文
化
や
歴
史

は
、
日
本
の
宝
そ
の
も
の
だ
と
い
う
こ
と

を
実
感
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、「
こ
の
宝

訪
れ
る
み
な
さ
ん
に
ガ
イ
ド
を
付
け
て
案

内
し
、
平
戸
の
良
さ
を
知
っ
て
帰
っ
て
も

ら
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

平
戸
検
定
の
講
座
に
は
、
毎
回
１
０
０

人
程
度
の
受
講
者
が
あ
り
、
み
な
さ
ん
の

関
心
の
高
さ
に
驚
い
て
い
ま
す
。
こ
の
平

戸
検
定
を
通
じ
て
、
平
戸
の
こ
と
を
再
認

識
す
る
こ
と
で
、
ふ
る
さ
と
に
愛
着
や
誇

り
を
持
つ
こ
と
が
で
き
、
町
で
見
か
け
た

観
光
客
に
対
し
、
ち
ょ
っ
と
し
た
説
明
や

市
外
の
人
へ
の
平
戸
の
Ｐ
Ｒ
を
す
る
な
ど

の
効
果
が
表
れ
る
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
が
、
地
域
の
宝
で
あ
る
資
源

を
、
み
な
さ
ん
で
磨
き
上
げ
て
よ
り
価
値

の
あ
る
宝
と
し
て
、
地
域
の
活
性
化
に
つ

な
げ
て
い
く
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

「
平
戸
検
定
」
で
地
域
を
再
認
識

「
平
戸
検
定
」
に
つ
い
て
、

運
営
し
て
い
る
平
戸
観
光
ウ
ェ
ル
カ
ム
ガ
イ
ド
と

検
定
講
習
の
受
講
者
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。

●と　き　２月14日（日）
　　　　　午後２時～
●ところ　北部公民館
●受検料　500円
●申込み　電話で観光商工課
　観光班（☎内線2274）でお
　申込みください。
●申込締切日　２月５日（金）
●内　容　「平戸検定公式テキ
　ストブック」から3択形式で
　100問を出題します。
●合格要件　70問以上を正解
　した人。合格者には、認定
　証を贈ります。
※今後も、定期的に検定を開
　催する予定です。今回応募
　に間に合わなかった人は、
　次回のチャレンジをお願い
　します。

第１回
平戸検定 ( 初級編 ) は
２月14日に実施します。

　

観
光
振
興
に
取
り
組
む
地
域
間
の
競
争

が
増
す
中
で
、
そ
の
競
争
に
勝
つ
た
め
に

は「
平
戸
な
ら
で
は
」の
仕
掛
け
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

平
戸
市
で
は
、
観
光
客
の
受
入
態
勢
と

し
て
、
ガ
イ
ド
の
育
成
や
地
域
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
の
必
要
性
を
指
摘
す
る
声
が
あ

り
ま
し
た
。
旅
行
商
品
が
で
き
て
も
、
そ

れ
を
実
際
に
案
内
す
る
人
、
観
光
情
報
を

発
信
す
る
人
が
必
要
と
言
わ
れ
て
い
た
の

で
す
。

　

今
回
、
地
域
観
光
ガ
イ
ド
の
牽
引
役
と

し
て
活
躍
し
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
平
戸

ウ
ェ
ル
カ
ム
ガ
イ
ド
に
よ
り
、
平
戸
検
定

に
向
け
た
公
式
テ
キ
ス
ト
ブ
ッ
ク
が
、
２

年
を
か
け
て
編
集
・
発
刊
さ
れ
ま
し
た
。

　

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
、
多
く
の
市
民
の
み

な
さ
ん
が
公
式
テ
キ
ス
ト「
平
戸
検
定
」を

愛
読
し
、
検
定
に
も
挑
戦
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

平
戸
学
を
基
に
地
域
づ
く
り
、
ま
た
は
、

先
人
た
ち
か
ら
受
け
継
が
れ
た
歴
史
や
文

化
、
自
然
の
中
か
ら
平
戸
の
魅
力
を
再
発

見
し
、
ま
ち
ぐ
る
み
で
ガ
イ
ド
役
を
担
っ

て
、
観
光
客
の
受
入
態
勢
に
つ
な
が
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

■interview

ウ
ェ
ル
カ
ム
ガ
イ
ド
が
平
戸
の

観
光
産
業
の
一
役
を
担
っ
て
い
ま
す
。

ＮＰＯ法人平戸観光
ウェルカムガイド
理事長
浦部　知之さん
Urabe Tomoyuki

平戸市
観光商工課長
松田　範夫

 Onoue Yoshimi 

平戸検定の例題に挑戦してみよう！平戸検定の例題に挑戦してみよう！平戸検定の例題に挑戦してみよう！

○問題　○問題

○解説

Question 12 1Question 2
　中国の五峰王直の来航以降、平戸は中国や朝
鮮、ポルトガルなどとの貿易によって栄えますが、
その繁栄ぶりで「○の都」と呼ばれました。さて「何
の都」と呼ばれたでしょう？ 

①西の都　　　②九州の都　　　③東の都 

　五峰王直は、中国の海賊で平戸に来航し、25
代松浦隆信によって優遇され、日中の密貿易を
行いました。そのことから、平戸は中国をはじめ
とするヨーロッパの産物や、日本各地の産物の集
積地として脚光をあび、多くの人々が訪れました。
当時の賑わいは相当なもので、周辺の若い男女
はみな平戸を目
指して出て行った
と記録にありま
す。そして人々は
平戸を「西の都」
と呼んだのでし
た。

　ウイリアム・アダムスは、西暦1600年、現在
の大分県臼杵にオランダ船リーフデ号にて漂着し
ました。アダムスが、大阪城で徳川家康に会い、
その後、信任を受けて旗本となりました。
　また、外交顧問として活躍し、オランダ商館と
イギリス商館が平戸に
設置される時に、幕
府との仲介を行なって
います。晩年は、平
戸で貿易家となって活
躍しますが、病にか
かり1639年に平戸で
没しています。 

　西暦1600年、リーフデ号で日本に来航し、徳
川家康の旗本、外交顧問として活躍後、平戸で
死去したのはだれ？

①フランシスコ・ザビエル　　
②ウイリアム・アダムス　　
③ヤン・ヨーステン

Explanation

Answer

○解説 Explanation

答え：① Answer 答え：②

を
大
切
に
し
、
有
効
に
活
用
し
な
い
と

も
っ
た
い
な
い
！
」と
強
く
感
じ
ま
し
た
。

　

そ
の
点
か
ら
も
、
こ
の
よ
う
な
学
ぶ
機

会
を
与
え
て
下
さ
っ
た
平
戸
市
、
平
戸
観

光
ウ
ェ
ル
カ
ム
ガ
イ
ド
の
み
な
さ
ん
に
感

謝
し
ま
す
。
学
ん
で
み
て
、
す
ば
ら
し
い

平
戸
に
生
ま
れ
た
こ
と
を
誇
り
に
思
い
、

ま
す
ま
す
好
き
に
な
り
ま
し
た
。

　

平
戸
を
良
く
し
て
い
く
た
め
に
は
、
こ

の「
平
戸
を
好
き
に
な
る
こ
と
が
第
一
歩
」

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
次
の
世
代
に
す
ば
ら

し
い
平
戸
を
引
き
継
ぐ
た
め
に
も
、
頑

張
っ
て
学
び
続
け
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
初
級

検
定
試
験
も
受
け
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

■interview

も
っ
と
地
域
の
宝
を
活
か
そ
う

平
戸
を
好
き
に
な
る
こ
と
が
第
一
歩

広報ひらど 平成22年2月号

平戸検定講座
受講者
尾上　よしみさん

◎岩の上町
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歴
史
の
町
の
お
雛
様

「
平
戸
温
泉
城
下
雛
ま
つ
り
」

　　
２
月
14
日（
日
）〜
３
月
14
日（
日
）開
催

挑
戦
し
ま
せ
ん
か
！

「
謎
解
き
宝
探
し
ゲ
ー
ム
〜

　

坂
本
龍
馬
か
ら
の
贈
り
物
〜
」
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12
月
20
日
、
マ
リ
ノ
ア
シ
テ
ィ
福
岡
の

九
州
の
ム
ラ
市
場
前
広
場
で
、
平
戸
市

ブ
ー
ス
の
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
ま
し

た
。

　

平
戸
市
ブ
ー
ス
は
、
昨
年
11
月
８
日
に

平
戸
の
農
水
産
加
工
品
や
鮮
魚
の
販
売
が

開
始
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
は
農
産

物
の
販
売
も
加
わ
り
、
毎
週
１
回
直
送
し

て
い
ま
す
。

　

イ
ベ
ン
ト
で
は
、
サ
ザ
エ
が
ま
る
ご
と

入
っ
た「
平
戸
磯
の
汁
」や「
平
戸
和
牛

丼
」、「
ア
ス
パ
ラ
肉
巻
き
」な
ど
の
販
売

に
併
せ
て
、
ブ
ー
ス
出
店
者
が
直
接
商
品

の
説
明
を
行
い
、
自
社
製
品
の
Ｐ
Ｒ
を
行

い
ま
し
た
。

　

当
初
、
ム
ラ
市
場
で
の
平
戸
産
品
数
は

23
種
類
で
し
た
が
、
ム
ラ
市
場
か
ら
の
要

望
品
な
ど
が
少
し
ず
つ
増
え
、
現
在
は
約

60
種
類
の
商
品
が
ブ
ー
ス
に
並
ん
で
い
ま

す
。
今
後
も
、
毎
月
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、

平
戸
の
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

町
は
艶
や
か
な
雛
人
形
で
一
色　

　

松
浦
家
35
代
松
浦
熈
公
に
お
輿
入
れ
し

た
松
平
定
信
の
娘
蓁
姫
が
持
参
し
た「
芥

子
雛
」と
化
粧
道
具
・
飲
食
具
・
文
房
具

な
ど
１
０
０
点
あ
ま
り
の
雛
道
具
を
松
浦

史
料
博
物
館
に
展
示
す
る
ほ
か
、
平
戸
城

や
梅
ヶ
谷
津
偕
楽
園
な
ど
の
各
拠
点
会
場

に
て
さ
ま
ざ
な
な
雛
人
形
を
展
示
し
ま
す
。

　

ま
た
、
宮
の
町
拠
点
会
場
で
は
、
市
民

の
み
な
さ
ん
か
ら
応
募
い
た
だ
い
た
手
作

り
雛
人
形
の
展
示
も
行
い
ま
す
の
で
、
多

く
の
み
な
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ「
龍
馬
伝
」放
送
に

連
動
し
て
、
県
内
観
光
施
設
の
周
遊
促
進

を
目
的
に
、
県
内
７
エ
リ
ア
で
街
中
で
の

体
験
型
宝
探
し
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
平
戸
市
も
そ
の
宝
探
し
の
対
象
エ

リ
ア
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
企
画
は
、
坂
本
龍
馬
が
宝
を
隠
し

た
と
い
う
設
定
で
、
市
内
に
隠
し
て
い
る

５
つ
の「
宝
箱
」を
、
参
加
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

に
書
か
れ
て
い
る
キ
ー
ワ
ー
ド
を
解
い
て

探
し
当
て
る
宝
探
し
ゲ
ー
ム
で
す
。
発
見

者
に
は
、
発
見
者
賞
が
も
ら
え
、
さ
ら
に

抽
選
で
総
勢
２
１
０
人
に
旅
行
券
や
ゲ
ー

ム
機（
Ｗ　
　

）液
晶
テ
レ
ビ
、
マ
グ
ロ

セ
ッ
ト
な
ど
が
当
た
り
ま
す
。
ぜ
ひ「
冒

険
の
書
」（
参
加
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
）を
入
手

し
て
、
宝
探
し
に
挑
戦
し
ま
せ
ん
か
。

【
冒
険
の
書
の
配
布
場
所
】

平
戸
観
光
協
会
お
よ
び
平
戸
観
光
イ
ン

フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
、
観
光
商
工
課

【
開
催
期
間
】　

３
月
１
日（
月
）ま
で

【
雛
人
形
展
示
場
所
】

●
拠
点
会
場（
有
料
）

　

松
浦
史
料
博
物
館
、
平
戸
城
、
梅
ヶ
谷

　

津
偕
楽
園

●
拠
点
会
場（
無
料
）

　

木
引
田
町
拠
点
会
場（
按
針
の
館
）、
宮

　

の
町
拠
点
会
場（
デ
ハ
ー
ル
跡
）、
婆

　

娑
羅（
浦
の
町
）

●
平
戸
地
区
市
街
地
商
店
街
一
帯

【
開
催
イ
ベ
ン
ト
】

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

　

▼
と　

き　

２
月
14
日（
日
）午
前
10
時

　

▼
と
こ
ろ　

松
浦
史
料
博
物
館

　

※

雨
天
の
場
合
、
木
引
田
町
拠
点
会
場

　
　

で
開
催
し
ま
す
。

　

手
作
り
雛
コ
ン
テ
ス
ト
表
彰
式
お
よ

　

び
平
戸
城
下
雛
の
市　

　

期
間
中
展
示
す
る
手
作
り
雛
人
形
の
表

彰
式
や
雛
グ
ッ
ズ
の
販
売
、
ぜ
ん
ざ
い
の

無
料
配
布
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

▼
と　

き　

３
月
７
日（
日
）午
前
10
時

　

▼
と
こ
ろ　

宮
の
町
拠
点
会
場

　

呈
茶

　

各
流
派
の
お
呈
茶
を
行
い
ま
す
。

　

①
と　

き　

２
月
14
日（
日
）

　平戸市地域資源ブランド化推進協議会では、平戸の旬の食
材のＰＲと「食」に対する消費者の声を聞き、今後の「食」の
ブランド化を推進するために、ＪＴＢ九州とタイアップして
福岡県内の消費者をターゲットとしたモニターバスツアーを
実施しています。
　12月16・17日の1泊2日で実施した「アラづくし」ツアー
には、福岡県内から44人が参加。夕食時の「アラの解体
ショー」では旗松亭の陣内総調理長による解体に加え、度島
の漁師福畑さんによるアラの釣り方などの軽快なトークで、
歓声と笑顔に包まれました。また、2日目の昼食には、平戸
市漁協の定置網で取れた旬の魚をメインとした昼食も味わっ
ていただきました。
　1月20日、日帰りで実施した「クジラのフルコース」ツ
アーには福岡県内から39人が参加。参加者は、生月地区な
らではのクジラの雑煮やクジラのすき焼を堪能。また、生月
「島の館」では捕鯨の歴史を学び、サンセットウェイからの
素晴らしい景色などを楽しみました。今後も1か月に2回、
旬の食材を活かしたモニターバスツアーを開催することで、
消費者ニーズを的確に把握し、平戸の「食」のブランド化推
進につなげていきます。

大
好
評
！

     
平
戸
モ
ニ
タ
ー
バ
ス
ツ
ア
ー

福
岡
市
の

　
「
平
戸
市
ブ
ー
ス
」で
の
PR
展
開
中

「平戸の旬の食材」を活用してＰＲ

「平戸の食」の魅力は大きなものです。
 　「平戸へまた行きたいね！」とお客様からの言葉をもらうことが増
えてきました。その理由として、海・山の豊富な食材からなる平戸
独自の「食」というテーマが占める割合は大きなものです。
　昨今、全国的に観光誘致活動が活発になってきております。その
中でも平戸市を選択してもらうには「人の温かさ」「おもてなしの精
神」という調味料を上手に加えていただく必要があります。市民のみ
なさん一人ひとりの努力の積み重ねによりまして、「平戸ここにあ
り！」を日本中に広めていただくことを期待しております。

株式会社　ＪＴＢ九州
企画手配課　
販売促進
グループリーダー
大竹　寛明さん（38）

▲蓁姫のお輿入れの際に持参した「芥子
雛」。蓁姫は、寛政の改革で有名な松平定
信の娘で、1808年（文化5年）に松浦家35
代松浦熈公と結婚。その後、1823年（文
政6年）、熈公が33歳の時に逝去し、現在
の木ヶ津町普門寺に墓所がある。

　

こ
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
入
手
し
て
、
平
戸

市
内
の
宝
を
探
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

雛人形を展示してい
る拠点会場および商
店街周辺には、のぼ
りを設置しています。
のぼりを目印にご来
場ください。

　
　

と
こ
ろ　

松
浦
史
料
博
物
館

　

②
と　

き　

２
月
21
日（
日
）　

　
　

と
こ
ろ　

宮
の
町
拠
点
会
場

　

③
と　

き　

２
月
28
日（
日
）

　
　

と
こ
ろ　

木
引
田
町
拠
点
会
場

　

▼
時　

間　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

　

蓁
姫
の
お
輿
入
れ
行
列（
雛
パ
レ
ー

　

ド
）

　

蓁
姫
が
お
輿
入
れ
す
る
姿
を
、
雛
パ

レ
ー
ド
と
し
て
現
代
風
に
再
現
し
て
練
り

歩
き
ま
す
。

　

▼
と　

き　

３
月
７
日（
日
）午
前
10
時

　

▼
パ
レ
ー
ド
行
程

　

亀
岡
神
社　

↓　

新
町
交
差
点　

↓　

　

魚
の
棚
町
交
差
点　

↓　

木
引
田
町　

　

↓　

宮
の
町　

↓　

松
浦
史
料
博
物
館

　

◎お問い合わせ
平戸温泉・城下雛まつり実行
委員会（観光商工課内）
☎内線2274

▲

ひ
ろ
む

こ
し

し
ん  

ひ
め

 

し    

び
な

 

け

i
i
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▲写真上 : 朝方に出港した漁船が夕方に帰
港し陸揚げが始まると、漁協は一気に活気づ
き手早く、市場に向けての出荷作業を行う。
　ウチワエビは、ヒラメ漁と合わせて漁獲す
る冬場が最盛期。▼漁を終え宮の浦漁港に帰
港する漁船。宮の浦地区は、90 世帯が漁を営
んでおり九州でも屈指の漁獲量を誇る漁港。

▲簡単に調理でき、ウチワエビの風味と食感
が楽しめる。

　現在、奥さんや息
子さんと共に刺網漁
を営む。海と漁業を
こよなく愛し「趣味
は仕事！」と言い切
る頑張り屋

刺網漁師

野子町（50）

柴山　一郎さん

　昭和52年から喫茶
店「コーヒー＆ピザ大
渡長者」を経営。平戸
ひらめや平戸和牛な
どを使ったメニュー
開発を行うなど、平
戸産食材を活かした
料理の提供を心掛け
ている。 

コーヒー＆ピザ 
大渡長者　店主
森　龍哉さん

◎崎方町（55）

◎ウチワエビ
　「うちわ」のような扁平な
体で水深100ｍ程度の砂地
を好む。味は伊勢エビに似
て甘みがあり、刺身や味噌
汁、てんぷら、塩茹で食べ
るのが定番

平
戸
の
代
表
的
な
食
材
の
ひ
と
つ

　

平
戸
の
ウ
チ
ワ
エ
ビ
は
、
主
に
志
々
伎

漁
協
で
水
揚
げ（
年
間
約
65
ｔ
）さ
れ
、

福
岡
や
長
崎
、
佐
世
保
の
魚
市
場
に
出
荷

さ
れ
て
い
ま
す
。
ウ
チ
ワ
エ
ビ
に
は
、

「
ウ
チ
ワ
エ
ビ
」と「
オ
オ
バ
ウ
チ
ワ
エ

ビ
」の
２
種
類
が
あ
り
、
平
戸
近
海
で
獲

れ
る
の
は「
オ
オ
バ
ウ
チ
ワ
エ
ビ
」。
朱

色
が
強
く
甲
羅
も
硬
い
の
が
特
徴
で
す
。

　

以
前
は
食
べ
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
ウ
チ

ワ
エ
ビ
で
す
が
、
昭
和
62
年
ご
ろ
か
ら

志
々
伎
漁
協
に
よ
る
販
促
活
動
な
ど
が
展

開
さ
れ
、
ギ
フ
ト
商
品
や「
平
戸
じ
げ
も

ん
御
膳
」な
ど
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
活
動
に

よ
り
、
認
知
度
も
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
食
べ
方
に
合
い
ま
す
が
、

刺
身
の
後
の
殻
を
味
噌
汁
の
ダ
シ
と
し
て

食
べ
る
の
が
最
適
。
残
っ
た
身
や
内
臓
か

ら
良
質
の
ダ
シ
が
取
れ
、
こ
の
ス
ー
プ
を

生
か
し
た
料
理
に
適
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
取
材
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
の
は
、

ヒ
ラ
メ
や
ウ
チ
ワ
エ
ビ
の
刺
網
漁
な
ど
を

営
む
柴
山
一
郎
さ
ん
。「
今
の
時
期
は
ヒ

タ
レ
ン
ト
性
が
あ
る
一
流
食
材

　

大
渡
長
者
で
は
、
平
戸
の
味
を
楽

し
ん
で
い
た
だ
く
た
め
、
積
極
的
に

平
戸
産
の
食
材
を
活
か
し
た
メ

ニ
ュ
ー
を
開
発
し
提
供
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
現
在
は
、
ウ
チ
ワ

エ
ビ
の
ス
パ
ゲ
テ
ィ
や
平
戸
和
牛

バ
ー
ガ
ー
、
タ
コ
ス
が
好
評
で
、
観

光
客
や
市
民
の
み
な
さ
ん
に
喜
ん
で

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

ウ
チ
ワ
エ
ビ
は
約
10
年
前
か
ら
使

用
し
て
い
ま
す
が
、
メ
ニ
ュ
ー
は
和

洋
の
ス
パ
ゲ
テ
ィ
や
ス
ー
プ
な
ど
で
、

特
に
県
外
か
ら
の
お
客
さ
ま
に
変

わ
っ
た
姿
形
や
味
わ
い
が
大
変
好
評

で
す
。

　

ま
た
、
深
み
の
あ
る
ダ
シ
は
、
和

洋
の
ど
ち
ら
の
料
理
に
も
使
え
る
優

れ
た
逸
品
で
す
。
見
た
目
や
味
は
、

十
分
な
タ
レ
ン
ト
性
を
備
え
た
一
流

の
食
材
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ウ
チ
ワ
エ
ビ

◎材　料（４人分）
ウチワエビ（中）１匹、明太子　10ｇ、マ
ヨネーズ　10ｇ、昆布茶　少々、イタリ
アンパセリ　少々、フランスパン
◎作り方
① ウチワエビをボイルし、身をはずす。
② 明太子とマヨネーズ、昆布茶を①と
　混ぜ合わせる。
③ フランスパンに付け、お好みで野菜
　をのせて食べる。
※②でボイルしたゆで汁に、コンソメ
スープの素を加えると、ウチワエビのダ
シが効いた、おいしいスープになる。

平戸ウチワエビの明太ソース

Vol - 08

プ
リ
プ
リ
と
し
た
食
感
と
ほ
ん
の
り
と
し
た

甘
み
が
絶
品
の
平
戸
が
誇
る
ブ
ラ
ン
ド
食
材

ラ
メ
漁
を
し
て
い
ま
す
が
、
一
緒
に
獲
れ

る
ウ
チ
ワ
エ
ビ
は
約
40
年
前
、
食
べ
る
こ

と
も
売
る
こ
と
も
な
く
捨
て
ら
れ
て
い
ま

し
た
。
そ
の
後
、
漁
師
が
塩
茹
で
や
味
噌

汁
な
ど
で
食
べ
始
め
、
今
で
は
、
そ
の
お

い
し
さ
か
ら
高
級
食
材
の
ひ
と
つ
と
し
て

定
着
し
て
く
れ
て
と
て
も
う
れ
し
い
」と

柴
山
さ
ん
。
福
岡
の
魚
市
場
で
も
伊
勢
エ

ビ
に
も
勝
る
と
も
劣
ら
な
い
味
の
良
さ
か

ら
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

柴
山
さ
ん
は「
魚
価
は
安
く
、
環
境
の

変
化
に
よ
り
魚
も
減
っ
て
い
ま
す
が
、
海

の
環
境
保
全
の
た
め
に
、
刺
網
漁
師
の
仲

間
で
、
海
の
ご
み
は
見
つ
け
た
ら
必
ず
持

ち
帰
る
よ
う
な
運
動
も
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
み
な
さ
ん
に
は
、
新
鮮
で
お
い
し

い
平
戸
の
魚
介
類
を
た
く
さ
ん
食
べ
て
も

ら
い
た
い
」と
熱
心
に
語
っ
て
く
れ
ま
し

た
。

Interview

【平戸ウチワエビのクリームスパゲティ】

チャレンジお手軽レシピ

春 夏 秋 冬
◎旬の時期

▲

プリプリとした食感とプリプリとした食感と
上品な甘みが特徴の逸品上品な甘みが特徴の逸品
プリプリとした食感と
上品な甘みが特徴の逸品
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　「なんだか育てにくい」、「うちの子、ちょっと違う」と子どもの気になる行動に
困ったり、どうしたらよいかと悩んだりしていませんか。そんなときには一歩足
を踏み出して、平戸市療育支援センター「あったかさん21」に相談してみてくだ
さい。今回、「あったかさん21」の活動内容などについて紹介します。
■お問い合わせ　福祉事務所子育て支援班（内線☎2572）

No.10　子どもの発達に関する相談所

HappyHappy 子育て応援隊子育て応援隊Happy 子育て応援隊

「
あ
っ
た
か
さ
ん
21
」
っ
て

ど
ん
な
と
こ
ろ
？

「
あ
っ
た
か
さ
ん
21
」
っ
て

ど
ん
な
こ
と
を
す
る
の
？

　

日
々
の
子
育
て
を
し
な
が
ら
、「
な
ん

だ
か
育
て
づ
ら
い
な
」、「
子
ど
も
が
集
団

生
活
に
な
じ
め
て
い
な
い
の
で
は
」と
子

ど
も
の
気
に
な
る
行
動
に
、
困
り
感
や
心

配
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
そ
の
困

り
感
や
心
配
事
に
対
し
て
支
援
を
行
う
期

間
が
、「
あ
っ
た
か
さ
ん
21
」で
す
。

　
「
あ
っ
た
か
さ
ん
21
」で
は
、
保
護
者
が

直
接
電
話
で
相
談
す
る
こ
と
で
、
子
ど
も

の
気
に
な
る
行
動
に
つ
い
て
疑
問
や
不
安
、

心
配
が
軽
減
ま
た
は
解
消
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
乳
幼
児
健
診
な
ど
を
と
お
し
て
、

子
ど
も
の
気
に
な
る
行
動
に
配
慮
が
必
要

と
判
断
さ
れ
た
場
合
、「
あ
っ
た
か
さ
ん

21
」へ
の
相
談
を
す
す
め
ら
れ
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
保
護
者
に
対
し
て
、
子
ど
も

へ
の
適
切
な
か
か
わ
り
方
に
つ
い
て
の
指

導
や
助
言
を
す
る
と
と
も
に
、
専
門
的
な

援
助
を
実
施
し
、
子
ど
も
の
豊
か
な
発
達

を
支
援
し
ま
す
。

　
「
あ
っ
た
か
さ
ん
21
」で
は
、
ま
ず
子
ど

も
の
得
意
な
こ
と
や
苦
手
な
こ
と
な
ど
、

そ
の
子
な
り
の
特
徴
を
見
つ
け
て
、
発
達

に
見
合
っ
た
か
か
わ
り
方
を
し
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
特
に
保
護
者
に
は
、
活
動
の

■開館日　　　火曜日～土曜日
■開館時間　　午前９時～午後５時
■療育時間　　１～２時間／日
■利用料金　　１回689円（平成21年度現在）
　※世帯所得に応じた利用料金の負担上限月額が
　　あります。
■支援スタッフと支援メニュー
　●通常は、作業療法士1人、支援員２人の３人
　　のスタッフで従事しています。
　●毎月１回（第３木曜日）は、柿添病院の言語
　　聴覚士による言葉の指導を行います。
　●夏季に、市民病院の理学療法士によるプール
　　療育を行っています。
　●そのほかに、市外の小児科医、作業療法士、
　　言語聴覚士による援助が行われます。

「あったかさん21」内容紹介

【Aさん】　
　利用前は、子どもが言うことをきかず、しかっ
て従わせていたので、自分自身もストレスがた
まっていました。「あったかさん21」を利用するこ
とで、子どもの特徴にあった、かかわり方を教え
てもらい、家庭で実践することで、子どもが本当
にいい方向に変わってくれることを実感しました。
　「あったかさん21」と出会い、自分が変わり、子
どもも変わることできたので本当によかったと
思っています。
　子どもも、以前は友達の輪に入らなくても、自
分のルールの中で、ひとりで遊んでいたので友達

　支援が必要な子どもは、小学校の通常学級に３
～４人の割合でいるといわれています。しかし、
実際に適切な支援を受けることができている子ど
もの数は少ないのが現状です。自分からサインを
出せないまま、人知れずつらい思いをしているこ
とも少なくありません。
　また、子どもの行動に困っており、その困り感
を相談できずに悩んでいる保護者もいます。育て
方やしつけの問題ではない子ども、ふざけたり悪

利用者の声

スタッフの声

様
子
を
観
察
し
た
り
、
一
緒
に
遊
ん
だ
り

す
る
こ
と
で
、
子
ど
も
と
の
か
か
わ
り
方

を
、
実
際
に
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。

　

そ
の
こ
と
で
、
保
護
者
自
身
が
子
ど
も

に「
し
て
あ
げ
ら
れ
る
こ
と
」が
具
体
的
に

分
か
る
の
で
、
安
心
し
家
庭
で
も
継
続
し

て
適
切
な
か
か
わ
り
が
で
き
ま
す
。

▼
子
ど
も
へ
の
対
応
例

　

●「
わ
か
り
や
す
い
表
現
を
す
る
」

　

↓「
き
ち
ん
と
し
て
」と
あ
い
ま
い
な
表

　

現
は
、
意
味
が
分
か
り
に
く
い
の
で
、

　

で
き
る
だ
け
具
体
的
に
、「
シ
ャ
ツ
を

　

ズ
ボ
ン
に
入
れ
て
」な
ど
と
指
示
す
る
。

　

●「
刺
激
を
少
な
く
し
、
集
中
し
や
す

　

い
環
境
づ
く
り
」

　

↓
必
要
の
な
い
も
の
は
隠
し
、
机
や
棚

　

の
上
に
は
物
を
置
か
な
い
。
壁
の
張
り

　

紙
は
な
る
べ
く
と
り
除
く
な
ど
、
気
が

　

散
ら
な
い
環
境
に
す
る
。

　

●「
視
覚
に
訴
え
る
」

　

↓
言
葉
だ
け
で
な
く
、
絵
や
写
真
・
文

　

字
を
使
っ
て
視
覚
に
訴
え
な
が
ら
伝
え

　

る
。

　

対
応
や
環
境
調
整
に
細
か
い
部
分
ま
で

丁
寧
に
気
を
配
る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、

そ
の
よ
う
な
工
夫
が
子
ど
も
の
発
達
に
良

い
影
響
を
与
え
ま
す
。

【
そ
の
他
の
対
応
や
取
り
組
み
】　

①
子
ど
も
が
友
達
の
気
持
ち
を
理
解
し
、

　

友
達
と
の
か
か
わ
り
方
を
学
び
ま

　

す
。

②
専
門
的
な
遊
具
を
使
っ
て
、
触
っ

　

た
り
、
見
た
り
、
揺
れ
た
り
と
い

　

ろ
い
ろ
な
感
覚
を
使
っ
て
遊
ぶ
こ

　

と（
訓
練
）を
行
い
ま
す
。

③
子
ど
も
の
可
能
性
や
潜
在
能
力
を

　

的
確
に
把
握
す
る
た
め
に
発
達
検

　

査
を
行
い
ま
す
。

④
保
育
園
、
小
学
校
な
ど
の
関
係
機

　

関
と
連
携
を
と
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　

　

子
ど
も
は
、
心
身
の
発
達
に
弱
い

部
分
が
あ
る
と
、
本
来
の
能
力
が
十

分
発
揮
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

「
あ
っ
た
か
さ
ん
21
」で
は
、
こ
の
よ

う
な
活
動
を
と
お
し
て
、
子
ど
も
の

持
っ
て
い
る
能
力
を
引
き
出
し
て
最

大
限
に
伸
ば
す
た
め
に
、
家
族
と
一

緒
に
考
え
な
が
ら
支
援
を
行
っ
て
い

ま
す
。

がいませんでした。ここで、友達とのかかわり方
を学びながら、少しずつ子どもは友達との付き合
い方を知り、友達どうしで遊ぶことの楽しさを感
じるようになり、今では家を行き来する仲の良い
友達を作ることもできました。
　子どもへの適切なかかわりは、繰り返し続けて
いかなければならず、一生涯この子につきあって
いかなければならないと思います。だからこそ、
楽しんで子育てをしていこうとも思うのです。辞
書を覚えるのが得意で、その暗記力にすごいなと
親として感心することもあったりして、子どもの
成長をとても楽しみにしています。

さのために場を乱したり、動いてしまうわけでは
ない、支援が必要な子どもがいるという事実を多
くの人に分かってもらえたらと思います。
　子どもへの支援は、年齢が低いほど効果的であ
るといわれています。子どもたちが平戸の地で、
元気に楽しく生活をしていくために少しでもお手
伝いができればと思います。ぜひお気軽にご相談
ください。

21-3080
21-3088

◎お問い合わせ◎
あったかさん21
紐差町1067番地3
TEL
FAX 

【スタッフ紹介】中・作業療法士の萩田優一さん、右・
支援員の森永美恵子さん、左・支援員の𠮷川初音さん

「あったかさん21」

紐差教会

マルセイ

紐差郵便局

至 
平
戸

至 津吉

利用を始めてから、子どもがいい方向に変わっていきました。

支援が受けられずつらい思いをしている子どももいます。

至 

大
越
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　(有)中村青果代表
取締役社長。趣味は
歴史物と少々のパチ
ン コ、何 よ り 将 棋。
　現在、放送大学在
学 中 で、若 者 に 混
じってのキャンパス
ライフと年に５～６
回の放送大学学友会
の研修旅行を楽しみ
にしている。

生涯学習実践人
中村英男さん
◎田平町（67）

遊
び
の
将
棋
を
通
し
て
自
分
で

考
え
る
力
を
身
に
付
け
て
欲
し
い

中
村　

英
男
将
棋
指
導
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

な
か　

む
ら　
　
　

    

ひ
で　

 

お 

　

北
部
公
民
館
で
子
ど
も
た
ち
に
将
棋
を

教
え
て
い
る
人
が
い
ま
す
。
中
村
英
男
さ

ん
で
す
。

　

中
村
さ
ん
は
満
州
で
生
ま
れ
、
県
北
で

小
中
学
校
を
過
ご
し
、
結
婚
後
、
親
の
青

果
店
を
継
ぐ
た
め
に
平
戸
に
帰
っ
て
き
ま

し
た
。
将
棋
と
の
出
会
い
は
幼
少
期
で
し

た
が
、
20
歳
の
こ
ろ
職
場
の
将
棋
大
会
で

負
け
た
の
が
悔
し
く
て
そ
れ
か
ら
本
格
的

に
学
び
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
身
に
付
け
た
将
棋
を
次
世
代

に
伝
え
よ
う
と
平
成
18
年
に
公
民
館
に
働

き
か
け
北
部
公
民
館
で
子
ど
も
将
棋
教
室

を
開
設
し
ま
し
た
。
今
で
は
田
平
、
平
戸
、

生
月
の
３
公
民
館
で
毎
週
土
曜
日
に
教
え
、

　

周
り
で
見
か
け
る
元
気
な
人
た
ち
に
は

共
通
点
が
あ
り
ま
す
。
生
活
の
中
に
、
楽

し
め
る
こ
と
を
も
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

自
分
の
楽
し
め
る
こ
と
を
探
し
て
、
い

ろ
い
ろ
な
こ
と
に
興
味
を
持
つ
、
そ
こ
が

出
発
点
で
す
。
楽
し
み
を
見
つ
け
た
ら
周

り
の
人
も
誘
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

仲
間
と
一
緒
に
活
動
す
る
こ
と
や
そ
れ

を
活
か
せ
る
場
を
見
つ
け
る
と
日
々
の
生

活
に
笑
顔
が
増
え
て
き
ま
す
。
み
ん
な
の

笑
顔
が
集
ま
れ
ば
、
結
果
と
し
て
ま
ち
が

元
気
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

生
涯
学
習
と
い
う
と
、
ま
だ
、
一
生
勉

強
を
す
る
よ
う
な
堅
い
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る

よ
う
で
す
。
し
か
し
、「
昨
日
、
隣
の
人

に
も
ら
っ
た
お
漬
物
が
お
い
し
か
っ
た
の

で
、
作
り
方
を
教
わ
っ
て
作
っ
た
」こ
と

も
、「
近
所
の
ま
つ
り
に
参
加
し
て
楽
し

ん
だ
」こ
と
も
、「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
に

参
加
す
る
」こ
と
も
、
自
己
の
生
活
を
充

実
さ
せ
る
も
の
で
、
立
派
な
生
涯
学
習
な

の
で
す
。

　

ま
た
、
生
涯
学
習
は「
人
生
の
も
っ
た

い
な
い
運
動
」と
も
言
え
ま
す
。
自
分
の

人
生
を
活
か
し
き
る
た
め
に
は
、
そ
の
と

平
成
19
年
と
20
年
に
は
県
の
小
学
生
将
棋

大
会
の
団
体
戦
で
優
勝
し
、
県
代
表
と

な
っ
て
大
阪
で
の
西
日
本
大
会
に
出
場
す

る
な
ど
、
指
導
の
成
果
も
あ
が
っ
て
い
ま

す
。

　
「
将
棋
は
自
分
で
考
え
る
力
と
集
中
力

を
伸
ば
す
な
ど
い
い
こ
と
尽
く
め
な
の
で
、

み
ん
な
が
将
棋
を
す
る
よ
う
に
な
れ
ば
と

願
っ
て
い
ま
す
。
今
は
小
さ
な
子
が
多
く
、

教
え
る
の
に
大
変
な
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す

が
、
少
し
強
く
な
っ
た
と
き
の
得
意
げ
な

顔
や
威
張
り
方
が
何
よ
り
か
わ
い
い
」と

や
さ
し
い
笑
顔
で
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

将
棋
を
次
世
代
に
伝
え
よ
う

2月は「生涯学習月間」です2月は「生涯学習月間」です2月は「生涯学習月間」です子
ど
も
は
将
棋
を
好
き
に
な
っ
た
ら
必
ず
伸
び
る
。
未
来
の
プ
ロ
棋
士
が
平
戸
に
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

き
に
で
き
る
こ
と
を
楽
し
ん
で
い
く
こ
と

で
す
。

　
「
せ
っ
か
く
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
な

い
」、「
せ
っ
か
く
の
お
誘
い
を
な
ん
と
な

く
断
る
」、「
お
知
ら
せ
に
気
づ
か
ず
に
参

加
で
き
な
か
っ
た
」、
こ
う
い
っ
た
こ
と

は
、
も
っ
た
い
な
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。
何
か
面
白
い
こ
と
は
な
い
か
な
と

興
味
を
持
て
ば
、
い
ろ
い
ろ
な
情
報
が
目

に
入
っ
て
く
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

す
で
に
、
平
戸
検
定
事
業
を
展
開
し
て

い
る「
平
戸
観
光
ウ
ェ
ル
カ
ム
ガ
イ
ド
」、

遊
ん
で
学
べ
る
自
然
体
験
を
提
供
し
て
い

る「
ひ
ら
ど
遊
学
ね
っ
と
」な
ど
、
多
く
の

個
人
、
グ
ル
ー
プ
が
活
発
な
活
動
を
通
し

て
楽
し
く
学
び
、
生
涯
学
習
を
実
践
し
て

い
ま
す
。

　

市
の
生
涯
学
習
ま
ち
づ
く
り
出
前
講
座

で
は
60
人
の
市
民
が
自
分
の
得
意
な
こ
と

で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
師
を
勤
め
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
よ
く
こ
の
講
座
を
利
用
し
て
い

る
老
人
ク
ラ
ブ「
永
田
永
寿
会
」の「
短
歌

を
作
る
」講
座
に
お
邪
魔
し
、
年
齢
制
限

の
な
い
、
１
３
０
０
年
の
日
本
伝
統
文
化

の
短
歌
に
触
れ
ま
し
た
。
参
加
者
の
み
な

さ
ん
か
ら
は
、「
今
回
は
頭
の
体
操
、
前

回
は
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
で
、
い
ろ
い
ろ
な

ジ
ャ
ン
ル
を
気
軽
に
体
験
で
き
る
の
が
い

い
」な
ど
と
、
出
前
講
座
の
楽
し
い
感
想

の
声
が
聞
け
ま
し
た
。

　

市
民
に
よ
る
市
民
の
た
め
の
講
座
で

す
。
公
民
館
や
支
所
に
備
え
付
け
の
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
を
見
て
申
し
込
む
か
、
生

涯
学
習
課
に
、
受
講
し
た
い
メ
ニ
ュ
ー

な
ど
を
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

申
し
込
み
を
受
け
て
地
区
の
集
ま
り

や
婦
人
会
、
学
童
保
育
、
仲
良
し
グ

ル
ー
プ
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
に
無

料
で
講
師
を
派
遣
し
ま
す
。
講
座
は
、

平
日
・
休
日
を
問
わ
ず
、
午
前
９
時
か

ら
午
後
９
時
ま
で
の
間
で
開
講
し
ま
す
。

●
主
な
講
座
メ
ニ
ュ
ー

　

ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
で
健
康
貯
金
、
平

戸
城
内
の
女
性
た
ち
、
押
花
づ
く
り
、

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、
や
さ
し
い
パ
ソ

コ
ン
教
室
な
ど
65
講
座
あ
り
ま
す
。

　2月は生涯学習月間です。この機会にお近くの公民館や、図
書館へ出かけて、いろいろな講座やサークルに参加しません
か。スポーツに参加したり応援したり、ボランティアを始め
てみるのも楽しいものですよ。平戸市では、市民のみなさん
がいろんなことに興味を持って参加することで、元気で生き
生きと、心豊かに活動できるまちづくりをすすめています。
■お問い合わせ先　生涯学習課生涯学習推進班（☎内線2624）

い
き
い
き
し
た
人
生
の
た
め
に

興
味
を
持
と
う
。

市
民
の
力
は
大
き
い
も
の
で
す
。

出
前
講
座（
市
民
編
）を

利
用
し
ま
せ
ん
か
。

み
な
さ
ん
が
普
段
か
ら

何
気
な
く
し
て
い
る
こ
と
が

生
涯
学
習
で
す
。

■
出
前
講
座
の
利
用
方
法

Lifelong study Month

▲地区集会所などに、市民の講師が出向いて、
趣味などを学びながら楽しい時を過ごします。

平戸まなぶ君
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　1月17日、第40回平戸縦断駅伝大会（宮の浦
バス停前～平戸文化センター、７区間42.1ｋｍ）
が、市内外から27チームが出場して開催され
ました。一般フリーの部では、初の国外チーム
として、韓国チーム（ソウルMC）が参加。
　代表の朴永石さんは、「駅伝は、楽しかった
ので来年も参加したい」と話していました。各
部門の優勝チームとタイムは次のとおり。
【一般市内】　平戸市消防署Ａ　2時間35分48秒
【一般フリー】陸自大村４施大　2時間21分32秒
【高　校】　　松浦高校Ａ　　　2時間17分22秒

青空の下、第40回記念平戸縦断駅伝大会！

　１月６日、平戸文化センターで、市と平戸商
工会議所が共催で、約360人の市民、観光商工
や農林水産関連の事業者などが参加して新年祝
賀交歓会が開催されました。現状の厳しい地域
経済の中で、どうにかこの局面を乗り越えるた
めに、全国的に誇れる観光経済都市の構築を目
指して、市民や事業者と行政が一体となって取
り組むことを誓いました。
　また、祝舞や琴の演奏、愛の園保育所と光の
園保育園による太鼓演舞などのアトラクション
の披露が行われ、会場に華を添えました。

市の活性化を願う新年祝賀交歓会！

消防・防災への
決意を新たに！

　12月29日、大久保町の川口幸一さんが100
歳の誕生日を迎えられ、１月６日、黒田市長が
入所先の養護老人ホーム光の園を訪れ、花束と
記念品を贈りました。
　川口さんは、前日から着る服を選ぶほど、週
３回のデイサービスでゲームをしたり、おしゃ
べりしたりすることを非常に楽しみにしていま
す。黒田市長には、「今後の平戸市政のために
奮闘してください」と励ましの言葉と、「みなさ
んに来ていただきありがとうございました」と
感謝の気持ちを力強い口調で話していました。

元気いっぱい、100歳のお祝い

　1月13日、14日の両日、「移動県庁in平戸
市」（県主催）が開催されました。移動県庁は、
市民のみなさんと県、市が、産業振興策につい
て意見交換を行うことを目的として実施。最初
に地域の事業所などを現地視察を行った後、ホ
テル旗松亭に移動し、「平戸市内の経営者と未
来を語る会」が、市内経営者を含む80人が参加
して開催しました。
　「異業種で連携して情報発信などを行い、イ
カなどの地域資源を上手に売り込んでいきま
しょう」などの熱い意見交換が行われました。

地域活性化について語った移動県庁

交通安全を願い、もちとパンフレットを配布！

　12月13日、田平町荻田免で、「おぎたの田ん
ぼの学校」（岡田真代表）が開催され、小学生や
その保護者など約60人が参加しました。平成
21年の７回目の開催で、年末の交通安全運動に
併せて実施。自分たちでついたもち（200袋）と
交通安全のパンフレットを、国道を通るドライ
バーに配りました。
　このもちは、同学校で５月から10月にかけて、
自分たちで田植えや稲刈りを行い収穫したもち
米で作ったもの。子どもたちは「気をつけて運
転してください」と声をかけて渡していました。

　１月５日、平戸文化センター
で、毎年恒例の「平成22年平戸
市消防出初式」が行われ、消防
職員や市内30個分団の消防団
員、婦人防火クラブ員など、約
790人が参加しました。分列行
進の後に行われた式典では、永
年勤続功労者や退職消防団員、
防火水槽用地無償提供者など
に、感謝状や表彰状が贈られま
した。
　式典後には、消防車両12台
による市街地商店街での街頭パ
レードやポンプ車10台による
平戸港へ向けての一斉放水が行
われ、式典参加者全員が新年の
防火、防災への決意を新たにし
ました。

平戸オランダ年の最後を飾るイベント

　12月19日、平戸港交流広場で、「平戸オラ
ンダ年クリスマスフェスタ」が開催されました。
平戸オランダ年の最後を飾るイベントとして開
催し、約600人が参加しました。肌寒い天気の
中、平戸商工会議所女性部が配るぜんざいを食
べながら暖を取る姿が見られました。
　ステージでは、写真コンテストの「撮らんば！
平戸」の表彰などが行われた後、黒田市長が扮
するサンタからケーキのプレゼントが贈られま
した。イベントの最後に、イルミネーションが
点灯すると、会場は大いに盛り上がりました。

パク・ヨン ソク



瀧山　亮さん（22歳・鏡川町）
たきやま　　りょう

大募集！「まちのひとびと」へあなたも投稿しませんか？
募集しています

■職業

　自営業

■ニックネーム

　おかわり君

■性格は？

　明るくて人懐っこい

■趣味・特技

　球技全般(特に野球)、カラオケ

「及ばないところがたくさんあるけど、棟梁の
　　父親を目標に、一人前の大工になりたい」

2月生まれ

　瀧山さんは、高校卒業後、すぐに父親でもある棟梁
の下に弟子入りし、今年で４年目になります。弟子入
りしてすぐのころと比べ、徐々に仕事の流れも分かる
ようになり、任される仕事も増えてきました。早く一
人前の大工になれるように、何事も学ぶ気持ちを忘れ
ずに仕事に打ち込んでいます。「次の世代にも残して
いけるような、いつまでも長持ちする家を造っていき
たい」と笑顔で目標を話してくれました。

西屋　乃輝くん
（Ｈ２１.２.１５生）

にし や　　だい き

～貴満さん・ひとみさんの三男～
≪岩の上町≫

～芳行さん・亜紀さんの次女～
≪大久保町≫

やまぐち　　はる ほ

いつも笑顔でいつも笑顔で
みんなを元気にしてネみんなを元気にしてネ！！

大好きなネェネと元気いっぱい大好きなネェネと元気いっぱい
大きくなってね！大きくなってね！

おにいちゃんたちに負けずにおにいちゃんたちに負けずに
大きくなってね！大きくなってね！

いつも笑顔で
みんなを元気にしてネ！！

大好きなネェネと元気いっぱい
大きくなってね！

山口　春帆ちゃん
（Ｈ２０.２.２８生）

vol.51

　平戸水彩同好会は、平成２年に元中学校美術教師の山下

護先生を指導者として活動を始め、今年で20年目を迎え

ます。長崎県水彩画展、県・市美術展などに作品を出展

し、多数の入選を果たしています。また、公民館まつり、

まちかど美術展などの地域イベントにも出展しています。

作品を出展することで、少しでも

上手になろうという向上心や次の

作品を描く励みにもなります。平

戸水彩同好会では、絵を描くこと

で大切なことは、「誰かの絵をま

ねるのでなく、個性を活かした自

由な絵を書くこと」と「みんなと

仲良く楽しみながら絵を描くこと

で、生活の中に豊かさが生まれて

くる」と考えています。初心者の

人でも、水彩画に興味がある人は

お気軽に見学に来てください。

■■活動ＤＡＴＡ■■

■■活動ＤＡＴＡ■■

活 動 日／月～金曜日
　　　　　午後４時30分～午後６時30分
活動会場／紐差小学校体育館・大川原小学校体育館
対 象 者／紐差小学校・大川原小学校児童
連 絡 先／赤木　誠治宅☎28‐2466
部 員 数／ 16人
参 加 費／ 1,000円（月額）
代　　表／岸　誠さん（戸石川町）

活 動 日／毎週水曜日　午後１時～午後４時
活動会場／北部公民館
対 象 者／となたでもOK！
連 絡 先／代表宅☎53‐0707
部 員 数／ 12人
参 加 費／ 500円（月額）
代　　表／辻　善一さん（生月町山田免）

「紐差女子ジュニアバレーボールクラブ」

「水彩画を通じて豊かな仲間づくりに一緒に参加しませんか」「平戸水彩同好会」

「チームワークを大切に、明るく元気に
　　バレーボールの練習を頑張っています」
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　紐差女子ジュニアバレーボールクラブは、紐差小学校で

活動していた２年生から６年生までのメンバー 12人と、

昨年12月から合併した大川原バレーボールクラブの４年

生４人を合わせ16人になりました。昨年、大村市で行わ

れた第29回全日本小学生バレーボール大会長崎県大会で

は、ベスト16に入ることができました。

　今年は、県大会ベスト８以上を

目標に毎日の練習を頑張っていま

す。小学校生活も残りわずかと

なった６年生は、お別れ大会と県

選抜大会を目標に。５年生以下は、

市新人大会の優勝と県新人大会の

上位進出を目指し、明るく・楽し

く・元気にチーム一丸となって日

頃から練習に汗を流しています。

部員を募集中です。興味がある人

は、見学に来てみませんか。

～祐志さん・みかさんの長女～
≪岩の上町≫

お　の

おにいちゃんたちに負けずに
大きくなってね！

小野ゆめかちゃん
（Ｈ２１.２.３生）

とう  りょう

とう  りょう



　郵便、FAX、E‐Mailで、氏 名（ふりがな）、年齢、
性別、住所、電話番号、ペンネームまたはイニシャル
を記入の上、広報ひらどを読んだ感想や取り上げてほ
しい話題や記事、平戸市への思い、あなたの身近な出
来事などを書いてご応募ください。
　お便りをくださった人の中から抽選で５名様に上記
商品をプレゼント。応募締切は２月22日（月）当日消
印有効です。当選の発表は、商品の発送をもって代え
させていただきます。

◎あて先
　〒859‐5192　平戸市岩の上町1508番地3
　市長公室秘書広報班
　「市民の声＆読者プレゼントコーナー」係　
　▼F A X 　22‐2419
　▼E-Mail　kouhou@city.hirado.lg.jp
※市ホームページからも投稿することができます。
※個人情報の取り扱いについては、「平戸市個人情報
　保護条例」に基づき適正に行います。なお、プレゼ
　ント発送のために個人情報を商品取り扱い事業者に
　提供いたしますのであらかじめご了承ください。

P R E S E N T S
読者プレゼントコーナー

市民のみなさんからの
おたよりお待ちしています。

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
年
、
姪
が
成
人
式
を
迎
え
ま
す
。

 

お
て
ん
ば
娘
だ
っ
た
あ
の
娘
が
、
華
や

か
な
振
袖
に
袖
を
通
し
、
こ
れ
か
ら
は
一

歩
ず
つ
、
大
人
へ
の
階
段
を
の
ぼ
っ
て
い

く
の
で
し
ょ
う
ね
。

　

と
て
も
喜
ば
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。
ほ

ん
と
う
に
お
め
で
と
う
。
き
っ
と
凄
く
綺

麗
な
事
で
し
ょ
う
ね
。

（
お
せ
ち
料
理　

37
歳
女
性
）

●

　

２
０
０
９
年
は
私
に
と
っ
て「
変
化
」の

年
で
し
た
。
平
戸
に
住
み
始
め
、
子
ど
も

に
も
恵
ま
れ
慌
し
い
１
年
で
も
あ
り
ま
し

た
。

　

２
０
１
０
年
は
ど
ん
な
年
に
な
る
の
か

今
か
ら
楽
し
み
で
す
。
平
戸
市
も
何
か
変

化
が
あ
る
と
う
れ
し
い
の
で
す
が
。

（
Ｙ
Ｕ
マ
マ　

26
歳
女
性
）

●

　

早
速
、
先
月
号
に
紹
介
さ
れ
て
い
た
ス

ト
レ
ッ
チ
運
動
を
始
め
ま
し
た
。
１
日
10

分
程
度
で
体
が
ス
ッ
キ
リ
す
る
気
が
し
ま

す
。
家
族
の
た
め
に
も
健
康
が
第
一
で
今

年
も
ガ
ン
バ
ル
ぞ
！（

ま
る
か　

35
歳
女
性
）

●

　

中
学
生
の
男
の
子
を
育
て
て
い
る
姪
の

所
に
、
お
餅
や
平
戸
の
か
ま
ぼ
こ
、
我
が

家
の
も
ら
い
物
、
冷
蔵
庫
の
中
の
食
べ
物

を
箱
い
っ
ぱ
い
に
詰
め
、
わ
ず
か
な
お
年

玉
を
添
え
て
送
っ
た
と
こ
ろ
、
元
旦
早
々

に
は
、「
あ
り
が
と
う
、
お
め
で
と
う
」と

家
族
の
元
気
な
声
を
聞
く
こ
と
が
で
き
、

私
も
元
気
を
も
ら
い
ま
し
た
。

　

今
年
も
何
か
良
い
こ
と
が
あ
り
そ
う
な

気
が
し
て
い
ま
す
。
楽
し
む
ぞ
う･･･

。

（
ア
ユ
タ
の
母　

65
歳
女
性
）

●

　

今
年
は
と
ら
年
で
す
。
ぼ
く
の 

干
支

で
す
。
ば
あ
ち
ゃ
ん
２
人
や
お
ば
さ
ん
や 

ぼ
く
の
ま
わ
り
に
は
、
と
ら
年
が
多
い
で

す
。
４
月
か
ら
は
中
学
生
な
の
で
、
い
ろ

い
ろ
な
こ
と
を
が
ん
ば
り
た
い
で
す
。

（
と
ら
き
ち
く
ん　

11
歳
男
性
）

●

　

昨
年
も
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
し
た
け
ど
、

１
年
過
ぎ
る
の
は
、
と
っ
て
も
早
い
！

　

今
年
は
、
長
女
が
年
女
で
さ
す
が
に
虎

娘
、
一
度
言
っ
た
ら
聞
か
な
い
け
ど
、
今

年
は
特
に
強
く
な
る
の
か
な
。

　

で
も
、
心
臓
が
弱
い
の
だ
か
ら
、
体
に

気
を
つ
け
て
ず
っ
と
長
生
き
し
て
ほ
し
い

で
す
。

（
黒
ね
こ
の
家
主　

44
歳
女
性
）

●

　

県
外
在
住
で
す
。
友
人
か
ら
平
戸
の

「
Ｙ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｒ
Ｏ
」の
会
員
に
な
れ
ば
、
乗

り
放
題
の
バ
ス
が
あ
り
、
と
て
も
便
利
と

聞
き
ま
し
た
。

　

で
も
、
福
岡
か
ら
平
戸
へ
日
帰
り
で
遊

び
に
行
こ
う
と
バ
ス
の
時
間
を
み
た
ら
、

平
戸
で
の
滞
在
時
間
は
、
３
時
間
半
し
か

あ
り
ま
せ
ん
。
平
戸
の
人
が
福
岡
へ
遊
び

に
い
く
と
６
時
間
半
あ
り
ま
す
。

　

平
戸
観
光
の
Ｐ
Ｒ
を
考
え
れ
ば
平
戸
で

の
滞
在
時
間
を
多
く
し
た
方
が
、
平
戸
へ

お
い
し
い
魚
で
も
食
べ
に
行
こ
う
と
乗
り

放
題
の
バ
ス
で
平
戸
へ
足
が
向
く
よ
う
な

気
が
し
ま
す
。
せ
っ
か
く
乗
り
放
題
の
バ

ス
が
運
行
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
を
機
会
に
、
こ
の
バ
ス
が
廃
止
に

な
ら
な
い
よ
う
に
一
人
で
も
多
く
の
人
が
、

平
戸
へ
遊
び
に
来
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、

み
な
さ
ん
で
平
戸
を
宣
伝
し
ま
し
ょ
う
。

（
匿
名
希
望　

60
歳
女
性
）

●

　

12
月
に
東
京
へ
舞
台
を
見
に
い
き
ま
し

た
。 

偶
然
に
も
、
キ
リ
ス
ト
教
が
初
め
て

日
本
に
伝
わ
っ
た
時
の
長
崎
・
平
戸 

の

こ
と
が
舞
台
で
あ
っ
て
い
ま
し
た
。 

　

東
京
に
行
っ
て
故
郷
の
物
語
に
触
れ
ら

れ
た
こ
と…

 

本
当
に
嬉
し
く
、
ほ
ん
の

２
〜
３
日
離
れ
た
故
郷
を
と
て
も
懐
か
し

く
感
じ
た
瞬
間
で
し
た
。

（
ち
い
さ
ん　

60
歳
女
性
）

●

　

平
戸
に
住
ん
で
約
10
年
、
ま
だ
ま
だ
平

戸
の
事
は
よ
く
知
り
ま
せ
ん
が
、
広
報
ひ

ら
ど
で
平
戸
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ふ
ー
ん
、
な
る
ほ
ど
、
へ
ー
っ
と
い
う

感
じ
で
す
。
毎
月
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

（
ミ
ー
太
郎　

54
歳
女
性
）

●

　

平
戸
市
空
手
道
協
会
国
際
空
手
道「
維

新
館
」は
、
２
０
０
６
年
に
続
き
第
２
回

目
と
な
る「
第
50
回
ホ
ノ
ル
ル
国
際
空
手

道
選
手
権
大
会
」に
、
監
督
と
選
手
の
８

人
で
参
加
し
ま
し
た
。

このコーナーは、広報ひらどの読者のみなさん
からの声を伝えるページです。
広報ひらどへの感想、平戸市への思い、
身近な出来事など、
たくさんの声をお寄せください。

c
o
m
m
u
n
ity

市民の声
Ci t i z e n ’ｓ　Vo i c e s
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今回の応募総数は、16通でした。

※プレゼントは、事業所から提供をいただいています。

「平戸ちゃんぽん（４人分セット）」の
　　　引換券を 5名様にプレゼント！
　めしどころ一楽は、創業80年の大衆食堂で、いろ
いろなメニューありますが、看板メニューは何と言っ
てもちゃんぽん。たっぷりの野菜などの具にスープが
絡み合う平戸の代表的なメニュー。スープは、豚骨
ベースで昭和39年からつぎ足して使っている店自慢
のもの。野菜などの材料は、直接、農家から仕入れ、
できる限り地元のもので作ることを心がけています。
　今回は、この平戸ちゃんぽんを鍋で手順どおりに作
るだだけで、簡単に家庭で食べられるセット（4人分）
を5名様にプレゼントします。セットには、真空パッ
クした麺、野菜、肉、かまぼこ、ラードと店で使って
いるものと同じスープが入っています。
◎商品についてのお問い合わせ
　めしどころ　一楽
　〒859‐5113　平戸市木引田町477
　TEL 22‐2269　FAX22‐3299

めしどころ　一楽

▲１月４日に行われた平戸地区成人式からの一コマ▲１月４日に行われた平戸地区成人式からの一コマ▲１月４日に行われた平戸地区成人式からの一コマ

野菜たっぷりで
秘伝のスープが絶品の
昔ながらの平戸ちゃんぽん

　

出
場
選
手
は
、
入
賞
を
目
指
し
て
日
々

練
習
に
励
ん
で
き
ま
し
た
が
、
今
回
も
金

六
個
、
銀
一
個
、
銅
一
個
と
、
合
計
八
個

の
メ
ダ
ル
を
獲
得
す
る
大
変
す
ば
ら
し
い

成
績
で
し
た
。

　

ま
た
、
多
く
の
体
験
と
空
手
道
を
通
じ

て
の
国
際
ス
ポ
ー
ツ
交
流
を
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
応
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た

会
員
、
保
護
者
、
関
係
者
の
み
な
さ
ん
に

お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

当
団
体
で
は
、
ハ
ワ
イ
と
の
市
民
交
流

も
促
進
中
で
す
。
次
回
は
大
会
以
外
で
も
、

ハ
ワ
イ
の
文
化
や
ア
ウ
ト
ド
ア
ス
ポ
ー
ツ

な
ど
で
の
市
民
交
流
を
企
画
し
て
い
ま
す

の
で
、
会
員
以
外
の
市
民
の
み
な
さ
ん
の

多
く
の
参
加
を
お
待
ち
し
ま
す
。

（
維
新
館
会
長　

男
性
）

●

※

こ
の
ほ
か
、
6
通
の
お
便
り
が
あ
り
ま

　

し
た
。



■おはなし会／毎週土曜日　午後２時～
■おはなしの小道具づくり教室／６日　　午後１時30分～
　　　　　　　　　　　　　　　北部公民館　和室大
■赤ちゃんおはなし会／ 10日　　午前10時30分～
　　　　　　　　　　　北部公民館　和室小
■おたのしみ会（人形劇、エプロンシアターなど）／ 20日　

午後１時30分～　北部公民館　会議室

◎休館日／ 2日　、9日　、16日　、23日　、28日　

このほかにもたくさんの
新着図書があります

田

田

平

平 永 南 生 田
大

※　：平戸図書館　　：永田記念図書館　　：南部公民館図書室　　：生月町中央公民館図書室　　：田平町中央公民館図書室
　　：大島村公民館図書室　

！！

平戸図書館 ☎22‐4017

田平町中央公民館図書室 ☎57‐0207

大島村公民館図書室 ☎55‐2985

■おはなし会／ 6日　・20日　・27日　　午後2時～
　　　　　　　市ふれあいセンター児童室
■映画会／ 13日　　午後2時～
　　　　　市ふれあいセンター児童室
　・新・泣いた赤おに（20分）
　・ゆきの女王（12分）
　・雪の日のパーティー (25分)

永田記念図書館 ☎28‐0128

土

土

土

土

土

土

水

火 火 火 火 日

●２月の主なもよおし●

南部公民館図書室 ☎27‐0047

生月町中央公民館図書室 ☎53‐0541

～図書館からのお知らせ～

◎休館日／ 2日　、9日　、16日　、23日　、28日　火 火 火 火 日

●２月の主なもよおし●

永

南

生

永永平平平平平平

生生生生生生生生生田

南南南南田田XX
「ただいま平戸！」
　ただいま平戸！私は平戸オランダ年が終わってから久しぶりにオランダの家族と友達に会いに行ってきま

した。平戸オランダ年のファイナルイベントのとき、平戸でもとても寒かったですが、次の日からオランダ

に行ったら、もっと寒かったです。オランダの緯度は北海道よりずっと高いですが、大西洋暖流の影響で北

海道ほど寒くなりません。しかし、今年は特に寒く雪が30cmぐらい積もりました。

　オランダは寒いですが、家の中はとても暖かいので、過ごしやすいです。日本の素敵な

伝統的な家は寒いと思いますが、日本に留学したとき驚いたのは、最近新しく建った家も

とても寒いことです。外国人が持っている日本のイメージは「技術的に進んだ国」ですので、

びっくりしました。地震対策で薄壁がいいかもしれないけど、それでも、「もうちょっと断熱が

あってほしい！」と平戸に帰ったとき思いました！そうすると、暑い夏でも家がもっと涼しくな

りますね。

　オランダに帰ったときも、逆のカルチャーショックを受けました。たとえば、スーパーに行っ

た時、隣にいたおばあさんに「このヨーグルトはイチゴと合うと思う？」と聞かれた瞬間に

「え？」と思いました。日本人は知らない人にあまり話しかけないと思います。

　電車の出発時間が雪のせいで10分遅れたときも、放送で一回もあやまられなくて、「あんまりよ

ね！」と思ってしまった。やはり二年半平戸に住んでいて日本の習慣にすっかり慣れた気がしました！

黒
田
市
長
の
平
戸
初
体
験
記

南
安
市
へ
の
友
好
訪
問

南
安
市
へ
の
友
好
訪
問

南
安
市
へ
の
友
好
訪
問

vol.1vol.1vol.1

　

１
月
18
日
か
ら
22
日
の
５
日
間
、
平

戸
市
と
友
好
都
市
締
結
を
し
て
い
る
中

国
南
安
市
に
松
山
副
議
長
、
市
民
10
人

の
み
な
さ
ん
と
訪
問
し
て
き
ま
し
た
。

　

現
地
で
は
、
中
国
共
産
党
南
安
市
委

員
会
の
駱
書
記
を
は
じ
め
南
安
市
行
政

幹
部
に
よ
る
心
の
こ
も
っ
た
歓
迎
を
受

け
ま
し
た
。
今
後
、
両
市
の
友
好
関
係

を
更
に
深
め
な
が
ら
、
経
済
分
野
や
文

化
・
ス
ポ
ー
ツ
の
分
野
に
お
け
る
交
流

な
ど
に
も
期
待
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
鄭
成
功
の
陵
墓
を
お
参
り
し

ま
し
た
が
、
こ
れ
ら
の
活
動
が
地
元
テ

レ
ビ
局
の
夕
方
の
ト
ッ
プ
ニ
ュ
ー
ス
で

放
送
さ
れ
た
こ
と
は
と
て
も
感
激
で
し

た
。

　

そ
の
ほ
か
、
南
安
市
の
基
幹
産
業

で
あ
る
水
道
設
備
工
場
群
や
石
材
工

場
群
を
視
察
し
ま
し
た
が
、
世
界
市

場
を
相
手
に
し
て
い
る
だ
け
あ
っ
て
、

そ
の
規
模
の
大
き
さ
に
度
肝
を
抜
か

れ
ま
し
た
。

　

幸
い
天
候
に
恵
ま
れ
た
も
の
の
、

行
程
の
ほ
と
ん
ど
が
移
動
時
間
に
費

や
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
ハ
ー
ド
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
感
じ
ら
れ
ま
し
た
が
、

訪
問
団
メ
ン
バ
ー
は
と
て
も
意
欲
的
で
、

各
視
察
地
を
元
気
に
踏
破
さ
れ
ま
し
た
。

　

滞
在
に
際
し
て
い
く
つ
か
の
不
便
な

ど
も
感
じ
ら
れ
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
裏

を
返
せ
ば
平
戸
市
を
訪
問
さ
れ
る
外
国

人
観
光
客
へ
の
対
応
や
課
題
な
ど
に
も

当
て
は
ま
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。

　

今
後
と
も
、
関
係
者
の
み
な
さ
ん
と

充
分
な
意
見
交
換
な
ど
を
行
な
い
、
国

際
観
光
都
市
と
し
て
の
機
能
充
実
を

図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ろ

と
う　

は

り
ょ
う 

ぼ

大
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　チョコレートたっぷりの焼き菓子
から、ちょっとおしゃれなデザート
まで、丁寧な解説付きで紹介。初心
者でも仕上がりは本格的なチョコ
レートのお菓子が作れます。

『みんなの大好きな
　チョコレートのお菓子
生チョコ、ガトーショコラからティラミスまで』
著／小黒きみえ
出版社／小学館

　今日は、わんぱく小学校の大そう
じの日。１年２組は、６年生といっ
しょに、図書館のそうじばしとりま
す…。「給食番長」から始まった、「わ
んぱく小学校シリーズ」の第４弾。
博多弁満載のおそうじが楽しくなる
一冊です。

『おそうじ隊長』

作／よしながこうたく
出版社／長崎出版

著／山本　一力
出版社／中央公論新社

　太平洋戦争で戦った日米の元兵士た
ちが、60年以上の時を経て、ハワイ
に集まった。戦後、多くを語らなかっ
た元兵士たちが野球の親善試合に臨ん
だ理由とは・・。戦争、平和、そして
生きることはなにかを問う、一冊です。

『奇跡のプレイボール
ノンフィクション知られざる世界

元兵士たちの日米野球』

　「ツボ位置がわかりにくい」という
経験ありませんか？　そんな不満を
解消するように、簡単な動作で本当
のツボ位置が見つかる「探し方」に重
点を置いた1冊。症状別に効くツボを
分かりやすく説明しています。

監修／高野　耕造
出版社／主婦の友社

　小・中学校の教科書にでてくる作
品を中心に、短歌にふれ、楽しみ、
学習する、待望の本。「学校」、「家庭」
「生きもの」など、親子で選べる豊富
な題材、味わうポイントが分かる丁
寧な解説、「短歌クイズ」など、短歌
が楽しくなる一冊です。

『親子で楽しむ
　　　こども短歌教室』
編／米川千嘉子
出版社／三省堂

『正しい位置が一発で分かる！
　　　ツボの探し方・押し方』

『まねき通り十二景』

著　者／大社　充
出版社／金の星社

　鰻に豆腐に青物、履物に雨具、一膳
飯屋、駕籠宿、さまざまな店が連なる
お江戸深川冬木町の賑わいを描く、12
か月の笑いと涙を描く著者真骨頂の人
情物語です。家族のあたたかさが、こ
の町の賑わいを作っています。

うなぎ



▲城山焼窯跡

▲茶碗と土瓶
※すべて個人蔵

一富士二鷹の絵が描
かれ、形がナスのめ
でたい壷。底に「田平
焼」の銘がある。

▲

達磨の絵が
描かれた鉢

▲

壷の底部、「田平焼」
と書かれている。

▲

気

見
つ
け
た　

平
戸
の
元

No.9

！

「
Ⅷ  Isle of  （
第
８
回
ア
イ
ル
オ
ブ
）  

生
月
２
０
０
９
」

ア
イ
ル
オ
ブ
生
月
実
行
委
員
会

　

ア
イ
ル
オ
ブ
生
月
実
行
委
員
会
は
、
生

月
地
区
の
Ｐ
Ｒ
と
活
性
化
の
た
め
に
、
平

成
14
年
に
結
成
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の

活
動
内
容
は
、
全
国
の
車
や
バ
イ
ク
の
愛

好
者
が
集
う
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
や
世
界
的
に
有

名
な
レ
ー
サ
ー
で
も
あ
っ
た
高
橋
国
光
氏

に
よ
る
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
な
ど
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。

　

平
成
20
年
度
に
は
、
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
な

ど
に
加
え
、
地
域
の
特
性
を
活
か
し
た
農

水
産
物
お
よ
び
鯨
料
理
の
出
店
を
行
う
な

ど
、
生
月
地
区
の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
す
る

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
こ
れ
ま
で
は
地
域
の
み
な
さ

ん
の
参
加
が
少
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
な

ん
と
か
多
く
の
人
に
参
加
し
て
も
ら
え
る

よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
を
目
指
し
て
、
何
度
も

実
行
委
員
会
で
協
議
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

平
成
21
年
度
は
、
こ
れ
ま
で
屋
外
で
開

催
し
て
い
た
イ
ベ
ン
ト
を
、
生
月
町
開
発

総
合
セ
ン
タ
ー
で
、
車
や
バ
イ
ク
の
愛
好

者
向
け
の
内
容
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
み

な
さ
ん
も
含
め
、
人
が
輝
き
、
自
然
が
輝

き
、
ま
ち
も
輝
く
そ
ん
な
元
気
あ
る
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
開

催
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
今
ま
で
の
催
し
に
加
え
、
イ

ベ
ン
ト
に
集
ま
る
旧
車
に
ち
な
ん
で
生
月

町
の
昔
写
真
展
の
開
催
や
昔
懐
か
し
い
駄

菓
子
屋
コ
ー
ナ
ー
の
開
設
、
雲
仙
市
の
知

的
障
害
者
訓
練
施
設
の
瑞
宝
太
鼓
の
演
奏

を
実
施
し
ま
し
た
。
当
日
は
、
雨
が
落
ち

て
き
そ
う
な
天
気
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
子

ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
５
０
０
人
が
参

加
し
こ
れ
ま
で
に
以
上
に
盛
況
で
し
た
。

　

中
で
も
、
戦
後
間
も
な
い
時
代
、
町
内

の
路
線
バ
ス
で
運
行
し
て
い
た
も
の
と
、

同
じ
よ
う
な
タ
イ
プ
の
ボ
ン
ネ
ッ
ト
バ
ス

▲イベントで展示された３代
目スカイライン。旧車の中で
も人気が高い。

▲満員で大盛況だった昭和33年式のボン
ネットバスによる島内観光めぐり。

▲昔懐かしい駄菓子屋コーナーは、子ども
や親子連れで大にぎわい。

▲昭和40年代の生月地区の舘浦港。港に
は、船が所狭しと停泊し活気に溢れている。

▼
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り（
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
推
進
事
業
）

で
の
島
内
観
光
め
ぐ
り
を
行
い
ま
し
た
。

６
回
の
運
行
は
、
す
べ
て
満
席
の
盛
況
ぶ

り
で
、
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、
お
目

当
て
の
ボ
ン
ネ
ッ
ト
バ
ス
に
乗
る
と
う
れ

し
そ
う
に
大
は
し
ゃ
ぎ
す
る
光
景
が
見
ら

れ
ま
し
た
。　
　

　

こ
の
バ
ス
の
中
に
は
、
そ
の
こ
ろ
の
山

田
中
学
校
の
修
学
旅
行
な
ど
の
写
真
の
掲

示
や
地
元
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
に
よ
る

生
月
地
区
の
魅
力
の
紹
介
な
ど
に
よ
り
、

乗
車
し
た
高
齢
者
の
人
た
ち
は
、
昔
を
懐

か
し
む
よ
う
に
孫
や
子
ど
も
た
ち
と
の
会

話
が
弾
ん
で
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
さ
れ
た
み
な

さ
ん
は
、
昔
の
和
み
あ
る
笑
顔
の
絶
え
な

い
古
き
良
き
生
月
に
戻
り
、
人
と
人
と
の

ふ
れ
あ
い
に
よ
る
豊
か
な
心
を
育
む
と
と

も
に
、
生
月
地
区
の
魅
力
に
つ
い
て
、
ま

た
ひ
と
つ
再
発
見
で
き
た
の
で
は
な
い
か

と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
地
域
全
体
が
昔
の
よ
う
な
に

ぎ
わ
い
や
活
力
を
取
り
戻
し
、
み
な
さ
ん

が
輝
き
、
優
し
さ
に
出
会
え
る
ま
ち
へ
と

新
た
に
発
展
し
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
、

他
の
団
体
と
協
力
し
な
が
ら
生
月
地
区
の

Ｐ
Ｒ
と
活
性
化
を
目
指
し
た
活
動
を
続
け

て
行
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

◎
お
問
い
合
わ
せ

生
月
町
南
免
４
１
１
６
番
地
２

　
　

ア
イ
ル
オ
ブ
生
月
実
行
委
員
会

　
　

会
長　

小
倉　

昭
子

　
　
　
　

☎
53
‐
１
０
０
０

状
に
レ
ン
ガ
を
積
ん
で
天
井
と
し
て
い

ま
す
。
入
り
口
は
レ
ン
ガ
で
ア
ー
チ
状

に
し
て
い
ま
す
。
５
房
の
焼
成
室
が

あ
っ
た
そ
う
で
す
が
、
建
築
部
材
と
し

て
取
ら
れ
、
１
室
は
天
井
部
が
崩
落
し
、

現
在
３
室
と
な
っ
て
い
ま
す
。
大
き
さ

は
１
番
下
の
も
の
で
幅
約
2
・
9
m
、

長
さ
約
5
・
5
m
、
高
さ
約
２
ｍ
。
下

の
方
が
小
さ
く
、
上
の
室
ほ
ど
、
広
く

城
山
焼
窯
跡

49

市
指
定
史
跡
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■名　称

　城山焼窯跡

■種　別

　市指定史跡

■指定年月日

　昭和54年6月

■所在地

　田平町山内免

　　

田
平
町
日
の
浦
の
北
側
に「
城
山
焼
」

と
い
わ
れ
た
焼
き
物
の
窯
跡
が
あ
り
ま

す
。
大
正
時
代
に
操
業
し
た
窯
の
跡
で

す
。
元
は
桑
畑
で
あ
っ
た
と
い
う
緩
や

か
な
斜
面
に
築
か
れ
て
い
ま
す
。
切
石

を
４
〜
５
段
積
み
、
そ
の
上
に
ド
ー
ム

大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。
内
側
は
火
を

受
け
て
レ
ン
ガ
の
色
が
変
わ
っ
て
い
ま

す
。

　

詳
細
な
記
録
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、

『
た
び
ら
史
談
』創
刊
号（
昭
和
53
年
発

行
）に
書
か
れ
た
中
須
賀
三
好
氏
の
記

録
が
あ
る
の
み
で
す
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、

窯
は
日
の
浦
で
酒
造
業
を
営
ん
で
い
た

高
橋
市
太
郎
が
始
め
た
と
い
い
ま
す
。

高
橋
氏
は
起
業
家
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
事

業
を
起
こ
し
て
い
ま
す
。
窯
の
南
側
に

あ
る
通
称
サ
ル
ン
タ
と
呼
ば
れ
る
水
田

の
粘
土
を
使
っ
て
焼
き
物
を
と
い
う
こ

と
で
始
め
ら
れ
ま
し
た
。
当
初
、
土
管

や
ハ
ン
ド
ガ
メ（
水
瓶
）な
ど
を
焼
い
て

い
ま
し
た
が
、
1
･
2
年
し
て
有
田（
三

川
内
ま
た
は
波
佐
見
か
不
明
）か
ら
専
門

職
人
を
入
れ
、
製
作
指
導
に
当
た
ら
せ

ま
す
。
し
か
し
、
サ
ル
ン
タ
の
粘
土
だ

け
で
は
高
熱
に
弱
い
こ
と
が
分
か
り
、

有
田
ま
た
は
天
草
か
ら
白
陶
土
を
取
り

寄
せ
、
粘
土
に
混
ぜ
て
焼
く
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
良
品
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
、
鉢
･
茶
器
･
花
器
な
ど
作
ら
れ
、

一
時
全
盛
を
迎
え
ま
す
。
し
か
し
、
陶

石
買
入
に
経
費
が
か
か
る
こ
と
、
波
佐

見
や
有
田
の
磁
器
の
よ
う
に
一
般
に
好

ま
れ
な
か
っ
た
こ
と
、
販
路
が
な
か
っ

た
こ
と
な
ど
に
よ
り
大
正
の
末
頃
に
は

廃
業
に
至
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。



申告に必要なもの
①印かん
②所得金額を証明する書類（源泉徴収票）
③事業（農業含む）所得または不動産所得を申告する
　場合は、収入・必要経費のわかる書類
④社会保険料・国民健康保険税・介護保険料・国民
　年金・後期高齢者医療保険料などの支払証明書
⑤生命保険料・地震保険料の支払証明書

●所得税を源泉徴収されている人で、申告すれば
　所得税が還付される場合があります。
●各種控除を受ける場合は、申告が必要です。
　例）雑損控除、医療費控除、社会保険料控除など

申告が必要な人
●給与をもらった人で年末調整をしていない人
　※勤務先の給与担当者にご確認ください。
　例）２か所以上の支払者から給与をもらった人、　
　   日雇い・パート収入の人など
●事業所得や不動産所得、年金など、給与以外の所
　得があった人
　※申告案内が封書で届いた場合は、必ず申告して
　　ください。

軽自動車などの廃車・変更手続きは確実に！
●軽自動車税の賦課期日および納税義務者
　毎年4月1日（賦課期日）現在、市内に主たる定置場
　がある軽自動車などの所有者になります。
●廃車、名義・定置場(住所)変更の手続き
　現在使用していない場合・・・廃車
　譲渡した場合・・・・・・・・名義変更
　転入・転出した場合・・・・定置場(住所）変更
※４月１日までに変更していない場合、引き続き従来
の所有者、または使用者に課税されることになります。
軽自動車税は、自動車税と異なり月割課税制度がない
ため、４月２日以降に廃車されたものについても、そ
の年度の税金を全額納めていただくことになります。

農耕作業用自動車の正しい申告を！
　農耕作業用自動車（乗用トラクターなど1500cc以下
で乗用装置が付いているもの）は、公道を走行する、
しないにかかわらず、軽自動車税（小型特殊自動車）の
課税対象であり、登録申告をする必要があります。
　また、新たに購入・譲渡した農耕作業用自動車につ
いては、届出なしにナンバープレートを付け替えるの
ではなく、旧自動車の廃車申告を行い、新たに登録申
告（ナンバープレートの交付）をする必要がありますの
で、正しい申告をお願いします。

申告が必要でない人
●税務署に所得税の確定申告書を提出される人
●平成21年中の所得が給与だけで、勤務先で年末調
　整をし、勤務先から市役所に給与支払報告書が提
　出されている人
　※勤務先の給与担当者にご確認ください。転職された場合
　　は、前職分の給与も年末調整に含んだ場合に限ります。

原動機付自転車

小型特殊自動車

手続き場所

●税務課住民税班

●各支所

●各出張所

●佐世保軽自動車協会
　佐世保市沖新町5番1号
　0956-31-1385

●佐世保陸運支局
　佐世保市沖新町5番5号
　0956-31-8048

廃　車　届

●印かん

●ナンバープレート

●標識交付証明書

●印かん

●車検証または届済証

●ナンバープレート

名義変更届

●印かん（新・旧）

●ナンバープレート

●標識交付証明書

●印かん（新・旧）

●住民票１通（新）

●車検証または届済証

●ナンバープレート

広報ひらど 平成22年２月号 303026Hirado City Public Relations,2010.227

給与所得者
サラリーマン、ＯＬ

など

申告が必要な人
●所得税が源泉徴収されていない人で、平成21年中
　の年金の合計額が、右表の額より大きい人
●給与所得や事業所得、不動産所得など、年金以外
　の所得があった人

申告が必要でない人
●税務署に所得税の確定申告書を提出される人
●所得税が源泉徴収されていない人で、平成21年　
　中の所得が年金だけの人

●年末調整していても、給与以外の所得がある場
　合は、申告が必要です。
●各種控除を受ける場合は、申告が必要です。
　例）雑損控除、医療費控除、社会保険料控除など

申告が必要な人

●平成22年１月１日現在、平戸市に住所を有する人で、平成21年中に所得があった人

申告が必要でない人

●税法上の扶養に入っている人（扶養している人の住所が市外の場合は申告が必要です。)

　※社会保険、国民健康保険の扶養と税法上の扶養は別です。

その他

●申告は申告する年の１月１日現在、住民票がある市区町村で行ってください。

ご注意
ください

年金所得者

申告が必要な人
●原則、申告が必要です。
※申告案内が封書で届いた場
　合は、必ず申告してください。

申告が必要でない人
●税務署に所得税の確定申告書を提出される人

事業所得者および
不動産所得者
自営業、農家、漁師、不動産業など

年金で生活している人など

税務課住民税班☎内線2548

各種手続きの

方法はこちら
！

申告の日程表は、
次のページに掲載しています。

詳しくは、
こちらをご覧ください！

市・県民税、国民健康保険税の

　今月から市・県民税と国民健康保険税の申告受付が始まります。２月16日～３月15日までの１か月間、
各地区に申告会場を設けますので、忘れずに申告しましょう。

65歳以上
65歳未満

本人のみ
152万円以下
102万円以下

※年金の受給額が上の表の金額に当ては
　まる場合は申告の必要はありません。
　なお、配偶者および税法上の扶養親族がいる場合は、
　上記の金額に一人につき33万円を加えた額以下の人は
　申告の必要はありません。

ここがポイント！

軽自動車軽自動車

二輪の小型自動車二輪の小型自動車

軽自動車の種類

軽自動車

二輪の小型自動車

必要な書類は、事前に準備して

忘れないようにしましょう！

忘れてま
せんか？

軽自動車の手続きはお早めに！
各種手続きは４月１日までに済ませましょう

申告受付が始まります



●原則、地区別に指定する受付日での申告となります。
　ただし、都合により指定の受付会場以外で申告を希望される人は、書類準備の都合上、前日　  
　までに必ず税務課住民税班までご連絡ください。
●申告期間中、申告受付の担当職員は各申告会場に出向いているため、市役所税務課での申告
　受付はできませんので、あらかじめご了承ください。
●確定申告をされる方は、平戸税務署が開設している平戸文化センターで申告をお願いします。

●と　き　２月16日（火）～３月15日（月）　
　　　　　午前９時～午後４時
　　　　　※土・日曜日は、受け付けていません。
●ところ　平戸文化センター会議室Ａ
お問い合わせ　平戸税務署（☎23-2131）

地区別申告日程一
覧市・県民税、国民健

康保険税の

受付日

２月16日（火）

３月５日（金）

３月８日(月)

３月９日（火）

３月10日（水）

３月11日（木）

３月12日（金）

３月15日（月）

受付地区

度島浦・度島中部・度島三免

大山・川内在・川内浦・中野大久保・水垂・山中・坊方・主師

山野白石・下中野・古江・大瀬

亀岡・清水川・白浜・稗田・中の崎・下大垣・上大垣・明の川内

高麗町・戸石川・杉山・大野・木引・赤坂・後平・薄香越

西の久保・梅崎・薄香浦・田原崎・小川・大久保・中の原

幸の浦・田の浦・曲り・潮の浦・神崎・田助在・田助浦・油水

新町・職人町・魚の棚町・紺屋町・木引田町・築地町・宮の町

浦の町・崎方町

全地区（田平地区を除く）

時　　間

9：30 ～ 15：00

受付会場

中部公会堂

受付地区
紐差第１～４・朶の原・深川・迎紐差・木場・田崎・神鳥
大川原・赤松・木ヶ津第１～４
宝亀第１～４・飯良第１～２・草積・石原田・大石脇
春日・高越・獅子第１～４・根獅子第１～４
全地区（田平地区を除く）

時　　間受付会場

9：00 ～ 17：00平戸市ふれあいセンター

受付地区
上中津良・下中津良・敷佐・猪渡谷・堤
大志々伎・志々伎浦・志々伎岡・志々伎肥・船越・向月
神船・津吉中央・津吉元・中山・鮎川・大佐志・田代・早福
神上・前津吉浦・前津吉浜・船木・野子・宮の浦・高島
全地区（田平地区を除く）

時　　間受付会場

9：00 ～ 17：00平戸市多目的研修センター

9：00 ～ 17：00平戸市役所３階会議室

9：00 ～ 17：00平戸市役所３階会議室

9：00 ～ 17：00平戸市役所３階会議室

受付日
３月１日（月）
３月２日（火）
３月３日（水）
３月４日（木）
３月４日（木）
３月５日（金）
３月８日（月）
３月９日（火）
３月10日（水）
３月11日（木）
３月12日（金）
３月15日（月）

受付日
２月16日（火）
２月17日（水）
２月18日（木）
２月19日（金）
２月22日（月）
２月23日（火）
２月24日（水）
２月25日（木）
２月26日（金）
３月15日（月）

受付日
２月17日（水）
２月18日（木）
２月19日（金）
２月22日（月）
３月15日（月）

受付日
３月１日（月）
３月２日（火）
３月３日（水）
３月４日（木）
３月15日（月）

受付日
２月23日（火）
２月24日（水）
２月25日（木）
２月26日（金）
３月15日（月）

受付地区
舘浦第１・第２
舘浦第３・第４・第５
正和・山田
日草
御崎
元触・里
堺目・上堺目
森・竹崎・大久保
白山・恵比須・浦中
正前・宮田・里浜
生月全地区
全地区（田平地区を除く）

時　　間

9：00 ～ 17：00

9：00 ～ 12：00

14：00 ～ 17：00

9：00 ～ 17：00

受付会場

受付地区
日の浦・野田・永久保・大崎
釜田・大久保・山内
平戸口・米の内
東荻田・西荻田・南荻田・下寺・生向
坊田・小手田
下里・上里
永田・小崎
岳崎・福崎・上亀・下亀
外目・以善・万場・田代・古梶・深月
田平全地区

時　　間受付会場

受付地区
前平・神浦
大根坂・西宇戸
板の浦・的山浦・的山在
大島全地区
全地区（田平地区を除く）

時　　間受付会場

生月船員福祉会館

平戸市役所生月支所

9：00 ～ 17：00

10：30 ～ 16：00

10：00 ～ 16：00

平戸市役所田平支所

大島村離島開発総合センター

広報ひらど 平成22年２月号 303028Hirado City Public Relations,2010.229

Tax Information

申告の
注意事項

大島地区 Oshima-Area

生月地区 Ikitsuki-Area

平戸・北部地区 Hirado-North Area

平戸・中部地区 Hirado-Middle Area

平戸・南部地区 Hirado-South Area

田平地区 Tabira-Area

２月２月1616日～３月日～３月1515日
市・県民税市・県民税、国民健康保険税の申告受付期間国民健康保険税の申告受付期間

２月16日～３月15日
市・県民税、国民健康保険税の申告受付期間

火 月

混雑を避けるため
、地区ごとに日程

を指

定しています。次
の申告日程表を参

考に

して、忘れずに申
告しましょう。

確定申告のご案内
Tax Information

所得税の確定申告会場

所得税、消費税および地方消費税
（個人事業者）の申告・納付期限

納付期限
（納付書）
納付期限
（振替納税）

確定申告期限

区　分

振替日
４月22日（水）

振替日
４月27日（火）

３月15日（月） ３月31日（水）

３月15日（月） ３月31日（水）

所得税 消費税および
地方消費税

※　所得税の申告は、e‐Taxをご利用ください！



平戸市からのお知らせ平戸市からのお知らせ
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２
３
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企
画
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地
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協
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☎
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３
３
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平
成
22
年
度
平
戸
市
奨
学
資
金
の

　

奨
学
生
を
募
集
し
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　

申
・
問
教
育
委
員
会
庶
務
課

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
内
線
２
６
０
６

　

市
営
交
通
船
乗
船
券
販
売
お
よ
び

　

綱
取
り
業
務
委
託
者
の
募
集
に
つ
い
て

　
　
　

申
・
問
大
島
支
所
産
業
建
設
課
交
通
船
班

　　
　
　
　
　
　
　

☎
内
線
６
１
２
２

　

第
10
回
長
崎
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ

　

大
会
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す

　
　
　
　
　
　

申
・
問
福
祉
事
務
所
障
害
福
祉
班

　　
　
　
　
　
　
　
　

☎
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(c)ハウステンボス／J‐12509

　

が
ん
検
診
の
受
診
率
向
上
を
目
的
に
、
該
当

年
齢
の
人
に
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
を
９
月
下
旬
に

配
布
し
て
い
ま
す
。
ま
だ
、
受
診
が
お
済
み
で

な
い
人
は
、
お
早
め
に
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
乳
が
ん
・
子
宮
が
ん
無
料
検
診

○
受
診
締
切
日　

２
月
27
日(

土)
※

対
象
者
の
人
で
、
ク
ー
ポ
ン
券
を
使
用
せ
ず

　

に
集
団
検
診
を
受
診
さ
れ
た
人
は
、
個
人
負

　

担
金
を
還
付
し
ま
す
。

　
【
個
人
負
担
金
の
還
付
】

　

○
持
参
す
る
も
の　

無
料
ク
ー
ポ
ン
券
、
印

　
　

か
ん
、
振
込
み
を
希
望
す
る
通
帳

　

○
手
続
場
所　

保
健
セ
ン
タ
ー
、
保
険
福
祉

　
　

課
、
各
支
所
市
民
協
働
課
、
各
出
張
所

　

○
還
付
期
限　

２
月
26
日(

金)

　
「
写
真
付
き
住
基
カ
ー
ド
」は
、
公
的
な
身
分

証
明
書
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
な
場
で
活
用
で

き
ま
す
。

○
住
基
カ
ー
ド
の
活
用
方
法　

金
融
機
関
の
新

　

規
口
座
を
開
設
す
る
時
や
、
金
融
機
関
で
10

 

万
円
を
超
え
る
現
金
の
振
り
込
み
、
携
帯
電

　

話
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
契
約
、パ
ス
ポ
ー

　

ト
の
申
請
な
ど

○
申
請
で
き
る
人　

平
戸
市
に
住
民
登
録
を
し

　

て
い
る
人（
本
人
申
請
が
原
則
で
す
。）

○
申
請
の
方
法
お
よ
び
交
付　

市
民
課
戸
籍
住

　

民
班
ま
た
は
各
支
所
市
民
協
働
課
で
受
け
付

　

け
ま
す
。
市
民
課
で
申
請
さ
れ
た
場
合
の
み

　

即
日
交
付
が
で
き
ま
す
。

○
持
参
す
る
も
の　

官
公
署
発
行
の
顔
写
真
付

　

き
身
分
証
明
書（
運
転
免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー

　

ト
な
ど
）

　

※

持
参
せ
ず
申
請
さ
れ
た
場
合
は
、
本
人
確

　

認
の
た
め
本
人
あ
て
に
照
会
書
を
送
付
し
、

　

回
答
書
の
提
出
を
受
け
て
交
付
し
ま
す
。

○
住
基
カ
ー
ド
の
有
効
期
限　

10
年
間

○
交
付
手
数
料　

５
０
０
円
、
さ
ら
に「
電
子

　

証
明
書
」を「
住
基
カ
ー
ド
」に
記
録
す
る
こ

　

と
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
国
税
電

　

子
申
告
・
納
税
シ
ス
テ
ム（
ｅ-

Ｔ
Ａ
ｘ
）な

　

ど
が
利
用
で
き
ま
す
。（
別
途
５
０
０
円
必

　

要
）

　

次
に
該
当
す
る
人
に
は
、
手
当
て（
年
４
回
）

が
支
給
さ
れ
ま
す
。

○
特
別
障
害
者
手
当

　

身
体
ま
た
は
精
神
に
障
害
を
有
し
、
著
し
く

　

重
度
の
障
害
状
態
に
あ
る
た
め
、
日
常
生
活

　

に
お
い
て
常
時
特
別
の
介
護
を
必
要
と
す
る

　

在
宅
の
20
歳
以
上
の
人

▼
支
給
額（
月
額
）　

２
万
６
４
４
０
円

○
障
害
児
福
祉
手
当

　

身
体
ま
た
は
精
神
に
障
害
を
有
し
、
重
度
の

　

障
害
状
態
に
あ
る
た
め
、
日
常
生
活
に
お
い

　

て
常
時
介
護
を
必
要
と
す
る
在
宅
の
20
歳
未

　

満
の
人

▼
支
給
額（
月
額
）　

１
万
４
３
８
０
円

　

※

各
手
当
に
は
支
給
制
限
が
あ
る
の
で
、
事

　

前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

平
成
22
年
度
市
町
村
交
通
災
害
共
済
の
加
入

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

▼
市
町
村
交
通
災
害
共
済
と
は　

交
通
事
故
で

　

死
亡
ま
た
は
、
け
が
を
し
た
と
き
に
見
舞
金

　

を
お
支
払
い
す
る
相
互
扶
助
制
度
で
す
。

○
対　

象　

国
内
で
自
動
車
、
電
車
、
旅
客
船

　

な
ど
の
接
触
、
衝
突
な
ど
に
よ
り
事
故
に

　

あ
っ
た
場
合
。

○
加
入
で
き
る
人　

平
戸
市
に
住
民
登
録
を
し

　

て
い
る
人
。
ま
た
、
就
学（
学
生
）の
た
め

　

に
一
時
的
に
転
出
し
て
い
る
人
。

○
掛　

金　
（
一
人
当
た
り
）　

５
０
０
円

　

※

中
途
加
入
者
も
同
額

○
共
済
期
間　

４
月
１
日
〜
平
成
23
年
３
月
31

 

日（
中
途
加
入
者
は
窓
口
で
受
理
さ
れ
た
日

　

時
か
ら
）

○
申
込
方
法　

市
民
課
環
境
交
通
班
、
各
支
所

　

市
民
協
働
課
、
各
出
張
所
に
備
え
付
け
の
申

　

込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
掛
金
を
添

　

え
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

○
募
集
内
容　

市
営
交
通
船
事
業
の
乗
船
券
販

　

売
お
よ
び
交
通
船
到
着
時
の
綱
取
り
業
務

○
対
象
者　

市
内
に
住
所
を
有
す
る
法
人
ま
た

　

は
個
人

○
募
集
数　

大
島
神
浦
港
、
大
島
的
山
港
、
平

　

戸
港
、
田
平
港
、
各
１
事
業
者

○
募
集
締
切
日　

２
月
19
日（
金
）

○
申
込
方
法　

大
島
支
所
産
業
建
設
課
に
備
え

　

付
け
の「
平
戸
市
市
営
交
通
船
事
業
所
業
務

　

委
託
申
請
書
」に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

　

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

○
添
付
書
類　

納
税
証
明
書
、
法
人
の
場
合
は

　

直
近
の
決
算
書
お
よ
び
財
務
諸
表
、
個
人
の

　

場
合
は
確
定
申
告
書
な
ど
の
写
し

○
対
象
者　

高
校
・
高
専
・
専
修
・
短
大
・
大

　

学
校
に
進
学
予
定
、
ま
た
は
在
学
中
で
、
保

　

護
者
が
市
内
に
居
住
し
て
お
り
、
経
済
的
理

　

由
か
ら
修
学
が
困
難
な
人

※

ほ
か
の
奨
学
制
度
か
ら
の
貸
与
を
受
け
て
い

　

る
人
は
、
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

○
貸
与
金
額（
月
額
）

▼
高
校　
　
　
　

１
万
２
０
０
０
円

▼
高
専
、
専
修　

１
万
２
０
０
０
円
〜
３
万
円

▼
短
大
、
大
学　

３
万
円

○
募
集
期
間　

３
月
１
日
（
月
）
〜
４
月
30
日

　
（
金
）

○
貸
与
期
間　

正
規
の
最
短
修
学
年
限
の
期
間

　

に
対
し
て
貸
与
し
ま
す
。

※

休
学
し
た
と
き
な
ど
の
期
間
に
対
し
て
は
貸

　

付
で
き
ま
せ
ん
。

○
返
還
期
間　

貸
与
期
間
満
了
の
月
の
翌
月
か

　

ら
据
え
置
き
期
間
を
１
年
間
以
内
と
し
、
貸

　

与
期
間
の
２
倍
に
相
当
す
る
期
間
内
に
月
賦
、

　

半
年
賦
、
年
賦
、
ま
た
は
全
額
返
還
と
な
り

　

ま
す
。

　

障
害
の
あ
る
人
の
社
会
参
加
と
生
活
の
質
の

向
上
を
目
的
と
し
た
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
、
開
催

さ
れ
ま
す
。
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
の
参

加
も
で
き
ま
す
の
で
、
初
め
て
の
人
も
楽
し
み

な
が
ら
競
技
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
ま
す
。

○
と　

き　

５
月
30
日(

日)

午
前
10
時
〜

○
と
こ
ろ　

長
崎
市
総
合
運
動
公
園
か
き
ど
ま

　

り
陸
上
競
技
場
ほ
か
３
会
場

○
競
技
種
目　

陸
上
・
水
泳
・
卓
球
・
サ
ウ
ン

　

ド
テ
ー
ブ
ル
テ
ニ
ス
・
ユ
ニ
カ
ー
ル
ほ
か

○
対
象
者　

次
の
①
〜
③
全
て
に
該
当
す
る
人

　

①
市
内
に
お
住
ま
い
の
人
②
平
成
22
年
４
月

　

１
日
現
在
に
お
い
て
13
歳
以
上
の
人
③
各
障

　

害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人（
知
的
・

　

精
神
の
障
害
に
準
ず
る
と
認
め
ら
れ
る
人
に

　

つ
い
て
も
対
象
者
と
な
り
ま
す
。）　

○
申
込
方
法　

福
祉
事
務
所
障
害
福
祉
班
ま
た

　

は
各
支
所
市
民
協
働
課
、
各
出
張
所
窓
口
に

　

備
え
付
け
の「
参
加
申
込
書
」に
必
要
事
項

　

を
記
入
の
上
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

○
募
集
締
切
日　

２
月
26
日（
金
）

　

市
民
の
み
な
さ
ん
の
意
見
を
ま
ち
づ
く
り
に

反
映
さ
せ
る
た
め
に
、「
平
戸
市
ひ
ら
ど
生
き

活
き
ま
ち
づ
く
り
推
進
委
員
会
」と｢

平
戸
市
協

働
ま
ち
づ
く
り
推
進
委
員
会｣

の
委
員
を
公
募

し
ま
す
。

○
応
募
資
格　

本
市
に
住
所
を
有
す
る
満
20
歳

　

以
上
の
人
で
、
市
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
人

○
募
集
人
数　

各
３
人

○
委
員
の
活
動
内
容　

｢

平
戸
市
ひ
ら
ど
生
き

　

活
き
ま
ち
づ
く
り
事
業｣

と｢

平
戸
市
協
働
ま

　

ち
づ
く
り
事
業｣

の
審
査
お
よ
び
評
価（
年
２

　

回
程
度
）。
そ
の
他
必
要
と
認
め
ら
れ
る
事

　

項
の
審
議
。

○
報　

酬　

５
０
０
０
円（
日
額
。
交
通
費
は

　

別
途
支
給
し
ま
す
）

○
応
募
方
法　

企
画
課
、
各
支
所
市
民
協
働
課
、

　

各
出
張
所
に
備
え
付
け
の
応
募
用
紙
に
、
必

　

要
事
項
、
応
募
動
機
を
記
入
の
上
、
企
画
課

　

地
域
協
働
推
進
室（
岩
の
上
町
１
５
０
８-

　

３
）ま
で
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

○
応
募
締
切
日　

３
月
１
日（
月
）

広報ひらど 平成22年２月号 30Hirado City Public Relations,2010.231

　緑を育て、森林を次世代に引き継ぐことの大切さを知ってもら
うために、小学生高学年親子を対象に開催します。
○と　き　２月27日（土）午前10時～午後４時（参加費は無料）
○ところ　平戸市森林公園（宝亀町）※昼食は持参
○申込締切日　2月10日（水）※先着20組、電話での受付のみ
○内　容　間伐材を活用したイスの木工教室と植樹
お問い合わせ　農林課林務班☎内線2266

　現在、ハウステンボスは入場者数の減少が続いています。そこ
で、「今、ハウステンボスへ行こう　県民キャンペーン」を２月
28日（日）まで実施しています。食事券（1,000円分）付入場券購
入チケット（大人）通常4,200円が2,000円になるなどの特典があ
ります。ぜひこの機会に、市民のみなさんの入場をお願いします。
※チケット購入には、運転免許証や保険証などの提示が必要です。
お問合わせ　観光商工課観光班☎内線2272

みなさんでハウステンボスを応援しよう！「平戸市民の森林のつどい」の参加者を募集します
も       り



平戸市からのお知らせ平戸市からのお知らせ

【出場予定者】

小
場　

俊
雄

岩
田　

英
治

弥
勒
院
正
明

末
吉　

範
平

千
北　

充
範

橋
口　

義
彦

松
田　

憲
二

宮
崎　

隆
広

指
方　

闘
志

内
野　

一
樹

久
松　

徹

栁
本　

元
気

末
吉　

直
孝

髙
田　

弘
樹

岳
下　

哲
也

谷
本　

優
也

大
山　

賞
之

川
村　

訓
大

伊
東　

和
弘

小
場　

雄
太

谷
本　

雅
嗣

今
村　

達
也

坂
本　

可
奈

浦
川
有
梨
奈

前
川　

晴
菜

区　

分

氏　

名

所　

属

ダ
イ
コ
ウ
建
設

消
防
署

宗
像
神
社

佐
世
保
警
察
署

金
比
良
小
学
校

長
崎
県
警

陸
上
自
衛
隊
大
村

水
道
局

県
立
ろ
う
学
校

赤
木
コ
ー
セ
イ

ス
エ
オ
カ

消
防
署

陸
上
自
衛
隊
竹
松

消
防
署

福
岡
大
学

陸
上
自
衛
隊
大
村

陸
上
自
衛
隊
大
村

陸
上
自
衛
隊
大
村

松
浦
高
校

松
浦
高
校

Ｊ
Ａ
な
が
さ
き
西
海

教
育
委
員
会

小
松
短
大

名
城
大
学

松
浦
高
校

123456789101112131415161719 18202122

総
監
督

監　

督

壮年女 子 一　般　男　子
　職員の人事異動をお知らせします
　（係長職以上）
　　　　　　　　　　　問総務課人事班☎内線2317
課　名 新役職名 氏　名 旧所属・職名

公室長

主幹
（行革管理担当）

次長

政策推進班長

政策推進班係長

秘書広報班長

課長補佐兼地域協
働推進室長兼地域
協働推進班長

次長

保健サービス班
係長

総務班長

局長

次長

事務局長

課長

市長公室

企画課

福祉事務所

保健センター

農林課

水道局

議会事務局

庶務課

尾上 輝義

小川 茂敏

久松 正英

野口 雅文

藤田 法恵

藤井 誠司

舩原 正司

楠富　 誉

堤　 幸子

田中 幸治

濵村 哲夫

濵﨑 吉男

森　 宗隆

松田 隆也

議会事務局長

行革管理課長

福祉事務所次長

田平支所産業建設課
産業建設班係長
企画課
地域協働推進班長
総務課
秘書広報班長

企画課長補佐兼地
域協働推進室長

行革管理課長
補佐
総務課
秘書広報班係長
行革管理課
行革推進班長
水道局主幹兼
次長
農林課参事兼
総務班長

庶務課長

水道局長

　

農
業
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

　　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
農
業
委
員
会
農
地
班

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
内
線
２
６
５
３

　

学
生
納
付
特
例
制
度
を
ご
存
知
で
す
か

　　
　
　
　
　
　
　

問
保
険
福
祉
課
国
保
年
金
班

　　
　
　
　
　
　
　
　

☎
内
線
２
５
９
２

　

肝
臓
機
能
障
害
に
よ
る
身
体
障
害
者

　

手
帳
が
交
付
さ
れ
ま
す

　　
　
　
　
　
　
　

問
福
祉
事
務
所
障
害
福
祉
班

　　
　
　
　
　
　
　
　

☎
内
線
２
５
６
７

　

密
集
地
区（
中
・
南
部
地
区
）を　

　

対
象
に
防
火
診
断
を
実
施
し
ま
す

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
消
防
本
部
予
防
課

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
内
線
２
１
３
４

　

市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
温
泉
施
設
の

　

料
金
な
ど
の
改
正
に
つ
い
て

　　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
中
部
公
民
館

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
２
８
‐
０
０
４
４

　

第
59
回
郡
市
対
抗
県
下
一
周

　

駅
伝
大
会
開
催

　　
　
　
　
　

問
生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
班

　　
　
　
　
　
　

☎
内
線
２
１
6
5

１、田（水稲）の部

２、畑（普通畑）の部

     地区別

北部地区
中部地区
南部地区
生月地区
田平地区
大島地区
全地区平均

平均額
(円)

最高額
(円)

最低額
(円)

データ数
（筆）

6,000 
12,200 
12,500 

-
10,700 
8,900 
10,700 

10,900 
14,400 
15,700 

-
19,100 
15,300 

2,600 
7,100 
4,000 

-
5,000 
3,100 

15 
14 
30 
-

95 
82 
234 

     地区別

全地区平均

平均額
(円)

最高額
(円)

最低額
(円)

データ数
（筆）

2,500 5,600 1,700 82

○実施日程
日　程 地　　　区

２月14日(日)

２月15日(月)

２月16日(火)

２月17日(水)

２月18日(木)

２月19日(金)

２月20日(土)

紐差第１、獅子

木ヶ津第１、大川原

飯良、根獅子

猪渡谷、堤

下中津良、早福

前津吉浜・前津吉浦、神上、
津吉中央、津吉元

志々伎浦、船越、宮の浦

入浴料金

回数券料金
(12枚つづり)

区　　分 
一般（大人）

小・中学生、65歳以上
一般（大人）

小・中学生、65歳以上

現　　在
   200円
   100円
2,000円
1,000円

午前11時～午後9時開 館 時 間

入浴料金

回数券料金
(12枚つづり)

区　　分 
一般（大人）

小・中学生、65歳以上
一般（大人）

小・中学生、65歳以上
開 館 時 間

改 正 後
   300円
   150円
3,000円
1,500円

午後2時～午後9時
※現在発行している回数券でも差額代金を支払うことで、新しい回数券と交換できます。
　(交換は４月１日からの１ヵ月間に限ります。)

　

火
災
予
防
上
危
険
度
の
高
い
密
集
地
区
を
対

象
に
一
般
家
庭
の
防
災
診
断
を
実
施
し
ま
す
。

　

２
月
12
日（
金
）か
ら
14
日（
日
）ま
で
の
３

日
間
、
郡
市
対
抗
県
下
一
周
駅
伝
大
会
が
行
な

わ
れ
ま
す
。
平
戸
市
チ
ー
ム
に
は
、
32
人
の
選

手
が
出
場
し
ま
す
。

　

大
会
１
日
目
の
12
日（
金
）は
、
午
後
３
時

55
分
ご
ろ
に
田
平
支
所
前
を
通
過
し
、
大
会
２

日
目
の
13
日（
土
）は
、
午
前
８
時
に
平
戸
桟

橋
前
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
郷
土
の
誇
り
を
懸

け
力
走
す
る
選
手
に
、
沿
道
で
の
温
か
い
声
援

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

平
戸
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
温
泉
施
設
は
、

地
域
の
み
な
さ
ん
の
健
康
増
進
施
設
と
し
て
運

営
し
て
い
ま
す
。
今
回
、
運
営
の
改
善
と
し
て
、

４
月
１
日（
木
）か
ら
料
金
と
開
館
時
間
の
変

更
を
行
い
ま
す
。

　

改
正
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

※

２
月
21
日（
日
）・ 

３
月
21
日（
日
）は
、
利

　

用
促
進
の
た
め
に
温
泉
施
設
の
無
料
開
放
を

　

行
い
ま
す
。

※

小
・
中
学
生
選
手
に
つ
い
て
は
、選
考
中
で
す
。

　

な
お
、選
手
は
、変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

平
成
21
年
12
月
の
農
地
法
改
正
に
よ
り
、
標

準
小
作
料
制
度
が
廃
止
さ
れ
、
農
地
賃
借
の
実

勢
価
格
制
度
と
な
り
ま
し
た
。
平
成
20
年
１
月

か
ら
12
月
ま
で
に
締
結（
公
告
）さ
れ
た
賃
貸

借
に
お
け
る
賃
借
料
水
準(
10
ア
ー
ル
当
り)

は
、

次
の
と
お
り
で
す
。
農
地
賃
借
料
を
決
め
る
際

の
参
考
と
し
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

①
デ
ー
タ
数
は
、
集
計
に
用
い
た
筆
数
で
す
。

②
賃
借
料
を
物
納
と
し
て
い
る
場
合
は
、
60
㎏

当
り
１
万
４
２
６
０
円
に
換
算　
（
た
だ
し
玄

米
の
み
）し
て
く
だ
さ
い
。

③
金
額
は
、
１
０
０
円
未
満
を
四
捨
五
入
し
算

　

出
④
生
月
地
区
は
、
平
成
20
年
１
月
か
ら
12
月
ま

　

で
に
事
例
が
な
か
っ
た
た
め
、
全
地
区
平
均

　

額
を
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

４
月
１
日（
木
）か
ら
、
一
定
の
条
件
を
満

た
す
肝
臓
機
能
障
害
の
あ
る
人
を
対
象
に
、
身

体
障
害
者
手
帳
が
交
付
さ
れ
ま
す
。
申
請
は
随

時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

○
対
象
者

・
認
定
基
準
に
該
当
す
る
肝
臓
機
能
障
害
の
あ

　

る
人

・
肝
臓
移
植
を
受
け
、
抗
免
疫
療
法
に
よ
る
治

　

療
を
受
け
て
い
る
人

○
提
出
書
類　

申
請
書
・
診
断
書
・
所
見
・
写

　

真（
た
て
４
㎝×

よ
こ
３
㎝
）

　

※

申
請
書
と
診
断
書
と
所
見
の
様
式
は
提
出

　

先
窓
口
に
備
え
付
け
て
あ
り
ま
す
。

○
提
出
先　

福
祉
事
務
所
障
害
福
祉
班
、
各
支 

　

所
市
民
協
働
課
、
各
出
張
所

　

国
民
年
金
の
学
生
納
付
特
例
制
度
と
は
、
学

生
本
人
の
所
得
が
一
定
以
下
の
場
合
、
申
請
に

よ
り
承
認
を
受
け
る
こ
と
で
学
生
期
間
中
の
国

民
年
金
保
険
料
を
猶
予
す
る
制
度
で
す
。
猶
予

さ
れ
た
国
民
年
金
保
険
料
は
、
10
年
以
内
で
あ

れ
ば
、
追
納（
後
払
い
）す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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速い！

簡単!!

便利!!!

お使い道自由！
けんみんのフリーローン！

保証人不要
※当商品は保証会社の審査がございます。詳しくは店頭に説明書、チラシをご用意しております。
※各種ご預金、ご融資のご相談も承っております。

はやはや
わざわざ

はや
わざ

0120-0892-61
平戸支店
※土日祝祭日もご相談をお受けしております。詳しくは電話、又は店頭窓口へお尋ね下さい。
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地
域
の
活
性
化
と
交
流
人
口
の
拡
大
な
ど
を

目
的
と
し
て
、
４
月
１
日（
木
）か
ら
平
戸
・
生

月
大
橋
の
通
行
料
が
無
料
に
な
り
ま
す
。
こ
の

こ
と
に
よ
る
回
数
券
の
販
売
終
了
と
販
売
済
み

の
回
数
券
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

○
回
数
券
の
販
売
終
了　

　

２
月
28
日（
日
）

○
平
戸
大
橋
お
よ
び
生
月
大
橋
管
理
事
務
所
で

　

の
回
数
券
払
戻　

　

２
月
１
日（
月
）〜
３
月
31
日（
水
）

○
長
崎
県
道
路
公
社
で
の
回
数
券
払
戻　

　

２
月
１
日（
月
）〜
９
月
30
日（
木
）

　

高
次
脳
機
能
障
害
と
は
、
事
故
や
病
気
な
ど

が
原
因
で
、
脳
が
損
傷
し
、
言
語
や
記
憶
に
障

害
が
残
る
状
態
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。
こ
の
障

害
の
当
事
者
や
家
族
の
み
な
さ
ん
は
、
生
活
上

の
不
便
さ
や
将
来
へ
の
不
安
な
ど
、
ほ
か
の
人

に
は
理
解
し
に
く
い
悩
み
を
抱
え
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
こ
の
障
害
に
つ
い
て
、
当
事
者
や
家

族
と
悩
み
を
共
感
し
、
助
け
合
う
こ
と
を
目
的

と
し
た
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

○
と　

き　

２
月
10
日（
水
）午
後
１
時
〜
午
後

　

４
時

○
と
こ
ろ　

県
北
保
健
所

○
参
加
費　

無
料

　

※

電
話
で
の
事
前
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
「
平
戸
椿
ま
つ
り
」で
は
、
多
数
の
鉢
物
や
切

り
花
の
展
示
を
行
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
可
憐
に
咲
い
た
平
戸
椿
を
楽
し
ん
で
く

だ
さ
い
。

○
と　

き　

２
月
27
日（
土
）・
28
日（
日
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

○
と
こ
ろ　

熊
澤　

三
郎
宅（
岩
の
上
町
１
２

　

５
０
）

○
入
場
料　

無
料

　

３
月
２
日（
火
）か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
ス
イ
ミ

ン
グ
ス
ク
ー
ル
を
再
開
し
ま
す
の
で
受
講
者
を

募
集
し
ま
す
。

■
ア
ク
ア
ビ
ク
ス
教
室

○
対　

象　

18
歳
以
上
の
男
女

○
曜　

日　

毎
週
火
・
水
・
木
曜
日

○
時　

間　

各
１
時
間

○
用　

具　

水
着
、
ス
イ
ム
キ
ャ
ッ
プ
、
ゴ
ー

　

グ
ル
、
バ
ス
タ
オ
ル
な
ど
を
持
参
し
て
く
だ

　

さ
い
。

■
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル

▼
小
学
生
・
中
学
生
コ
ー
ス

　

①
火
・
水
・
木
・
金
曜
日

　

②
土
曜
日

▼
幼
児
コ
ー
ス（
定
員
各
10
人
）

　

①
火
・
水
・
木
・
金
曜
日

　

②
土
曜
日

○
期　

間　

３
月（
１
か
月
間
）

　　

国
登
録
文
化
財
の
大
曲
宅
に
て
、
椿
展
を
開

催
し
ま
す
。
市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
来
場
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

○
と　

き　

２
月
27
日（
土
）・
28
日（
日
）

　

午
後
１
時
〜
午
後
４
時

○
と
こ
ろ　

大
曲　

敦
宅（
岩
の
上
町
１
１
７

　

２-

１
）

○
入
場
料　

無
料

　

生
月
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
協
会
で
は
、
ア

メ
リ
カ
捕
鯨
の
研
究
者
ス
チ
ュ
ア
ー
ト
・
フ
ラ

ン
ク
博
士
を
迎
え
、
世
界
と
日
本
の
捕
鯨
文
化

や
歴
史
に
つ
い
て
講
演
会
な
ど
を
開
催
し
ま
す
。

○
と　

き　

２
月
27
日（
土
）午
後
１
時
〜

○
と
こ
ろ　

生
月
町
中
央
公
民
館
３
階

○
内　

容　

講
演「
ア
メ
リ
カ
捕
鯨
の
歴
史
」、

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム「
世
界
の
中
に
お
け
る
日
本

　

の
捕
鯨
文
化
」

○
入
場
料　

無
料

　

平
戸
・
生
月
大
橋
の
無
料
化
に
つ
い
て

　　
　
　
　

問
長
崎
県
道
路
公
社

　
　　
　
　
　

☎
０
９
５
‐
８
２
３
‐
２
６
０
０

　
『
高
次
脳
機
能
障
害
ピ
ア（
当
事
者
・
家
族
）

　

サ
ポ
ー
ト
相
談
会
』を
開
催
し
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　

問
県
北
保
健
所
保
健
福
祉
班

　　
　
　
　
　
　
　
　

☎
57
‐
３
９
３
３

　

第
35
回「
平
戸
椿
ま
つ
り
」開
催
の

　

お
知
ら
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
平
戸
椿
山
茶
花
振
興
会

　　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
23
‐
８
１
６
１

　
「
シ
ー
ラ
イ
フ
ひ
ら
ど
」か
ら
の

　

お
知
ら
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
シ
ー
ラ
イ
フ
ひ
ら
ど

　　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
23
‐
８
３
５
１

　

捕
鯨
を
テ
ー
マ
に
し
た

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
す

　　
　
　
　
　

問
生
月
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
協
会

　
　　
　
　
　
　

☎
53
‐
３
０
０
０（
島
の
館
内
）

　
「
椿
展
」を
開
催
し
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　

問
椿
展
実
行
委
員
会（
大
曲
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
22
‐
３
４
１
８

坂
口
屋　

壽
子 

76
歳 
12
／
18 

紐
差
第
4

𠮷
田　

安
男 

63
歳 
12
／
19 

山
中

横
山　

德
治 

91
歳 
12
／
20 

古
江

山
口　

ミ
ツ 

78
歳 
12
／
20 

木
場

近
藤　

タ
ヅ
ヱ 

92
歳 

12
／
20 

神
上

長
嶋　

作
一 

83
歳 

12
／
20 

度
島
浦

神
田　

治
男 

58
歳 

12
／
20 

下
中
津
良

川
口　

タ
カ 

80
歳 

12
／
20 

川
内
在

大
石　

セ
ツ 

79
歳 

12
／
23 

山
中

久
間　

マ
サ 

94
歳 

12
／
23 

稗
田

川
上　

ヱ
イ 

94
歳 

12
／
24 

杉
山

山
添　

喜
代
光 

87
歳 

12
／
27 

油
水

山
野　

タ
セ 

88
歳 

12
／
27 

山
野
・
白
石

元
山　

泉 

77
歳 

12
／
28 

野
子

井
手　

政
晴 

47
歳 

12
／
31 

志
々
伎
浦

村
田　

ハ
マ 

90
歳 

1
／
1 

飯
良
第
2

石
田　

喜
十
郎 

76
歳 

1
／
3 

宝
亀
第
1

出
口　

ス
ナ 

80
歳 

1
／
6 

根
獅
子
第
2

須
本　

ミ
カ 

90
歳 

1
／
6 

古
江

前
田　

ト
シ 

79
歳 

1
／
7 

春
日

松
本　

サ
チ 

92
歳 

1
／
10 

魚
の
棚
町

平
田　

ヌ
イ
子 

92
歳 

1
／
13 

築
地
町

日
髙　

ア
キ
ヨ 

78
歳 

1
／
14 

堤

【
生
月
地
区
】

土
肥　

浩
三 

57
歳 

12
／
17 

舘
浦
屋
敷

藤
田　

功 

65
歳 

12
／
21 

浦
南

藤
田　

留
夫 

80
歳 

12
／
22 

浦
北

大
川　

美
津 

91
歳 

12
／
29 

堺
目

山
市　

ユ
キ 

90
歳 

12
／
30 

浦
北

寺
田　

ミ
ツ 

90
歳 

12
／
31 

舘
浦
屋
敷

藤
田　
　

幸 

85
歳 

1
／
2 

舘
浦
浜

大
石　

榮
重 

92
歳 

1
／
3 

山
田

【
平
戸
地
区
】

鴨
川　

侑
典 

孝
幸 

高
越

村
山　

陽
南
太 

司
之 

高
麗
町

木
寺　

龍
人 

元
希 

上
大
垣

石
田　

瑛
樹 

三
夫 

中
の
原

濵
﨑　

さ
ら 

誠 

大
久
保

山
浦　

ゆ
き
の 

義
幸 

上
大
垣

岡　
　

天
惺 

唯 

木
引

平
賀　

士
圓 

道
康 

水
垂

吹
本　

蒼
空 

和
弥 

下
中
津
良

【
生
月
地
区
】

松
山　

沙
弥 

幸
一 

堺
目

久
冨　

叶
依 

寛
己 

山
田

竹
田　

琉
斗 

直
樹 

堺
目

【
田
平
地
区
】

白
石　

優
菜 

二
也 

平
戸
口

中
村　

萌
結
華 

学 

下
寺

鶴
丸　

祐
太 

武 

下
寺

【
大
島
地
区
】

白
石　

耀
史 

博
宣 

大
根
坂

【
平
戸
地
区
】

白
濵　

榮 

88
歳 
12
／
15 

大
久
保

辻　
　
　

夫 

76
歳 
12
／
15 

根
獅
子
第
2

太
田　

ミ
チ
子 

76
歳 
12
／
17 

飯
良
第
1

明
賀　

春
夫 

94
歳 

1
／
7  
山
田

内
山　

松
男 

74
歳 

1
／
12 

浦
南

田
中　

德
義 

95
歳 

1
／
13 

舘
浦
浜

安
部　

秀
夫 

80
歳 

1
／
15 

舘
浦
浜

【
田
平
地
区
】

松
田　

邑
子 

86
歳 

12
／
15 

米
の
内

眞
浦　

武
紀 

70
歳 

12
／
23 

小
崎

大
水　

ル
イ 

79
歳 

12
／
28 

小
崎

川
島　

ミ
ネ 

94
歳 

1
／
2 

平
戸
口

大
水　

美
一 

83
歳 

1
／
8 

岳
崎

浦
瀨　

ヤ
エ 

90
歳 

1
／
13 

釜
田

【
大
島
地
区
】

川
久
保　

熊
吉 

84
歳 

12
／
23 

大
根
坂

大
石　

保
夫 

54
歳 

12
／
23 

大
根
坂

南　
　

憲
治 

85
歳 

1
／
13 

的
山
浦

　
　
　
　
　
　
　
（
12
／
16
〜
1
／
15
受
付
分
）

■12月末までの
　　　　 交通事故

■12月末までの
　　 火災救急件数

件　数

死　者

負傷者

（重傷）18名（軽傷）90名

（　）内は昨年同期

火　災

救　急

25件 

（　36件）

1,433件 

（　1,281件）

94件（87件）

0名（ 0名）

108名（132名）

■「やらんば！平戸」応援寄附金
○神奈川県川崎市　村田　福一　20万円
○東京都八王子市　戸田　成重　10万円
○茨城県つくば市　田渕　豊
○匿名希望　３名
　平成22年１月13日現在
　27件　　2,300,000円
ご協力ありがとうございました。

■ひらどふれあい福祉基金へ
○岩の上町　Ｙショップ　上村店
○深川町　エコファーム・永田
○紐差町　坂口屋　文七(亡妻　壽子)
■平戸和蘭商館復元整備事業基金へ
○福岡県福岡市　松井建設株式会社
　九州支店有志一同
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